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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　1つまたは複数のデータ処理装置によって実施される方法であって、
　ユーザのモバイルデバイスのカメラによって取り込まれた画像のための画像データを受
信するステップと、
　前記画像データに基づいて、前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを
制御するように構成されるスマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的
コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステップと、
　前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを制御するように構成されるス
マートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的コントロールのうちの少なく
とも1つを示すとの決定に応答して、前記1つまたは複数の追加のスマートデバイスの各々
を制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別するステ
ップと、
　前記モバイルデバイスのディスプレイにおいて、前記1つまたは複数の追加のスマート
デバイスを制御するための前記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを
生成および提示するステップと、
　前記モバイルデバイスの前記ディスプレイにおいて、前記1つまたは複数のユーザイン
ターフェースコントロールのうちの所与のユーザインターフェースコントロールとのユー
ザ対話を検出するステップと、
　前記検出されたユーザ対話に基づいて、前記所与のユーザインターフェースコントロー



(2) JP 6915169 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

ルによって制御される所与の追加のスマートデバイスを制御するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記スマートデバイスが、仮想アシスタント制御デバイスを備え、
　前記所与の追加のスマートデバイスを制御するステップが、前記所与の追加のスマート
デバイスに動作可能に接続された前記仮想アシスタント制御デバイスに、データを送信す
るステップであって、前記データが、前記検出されたユーザ対話に対応する動作を、前記
動作を実施するために前記所与の追加のスマートデバイスに送ることを、前記仮想アシス
タント制御デバイスに行わせる、ステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であると決定するステップ
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であると決定するステップが、
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記ユーザのアカウントを用いて登録された特定の仮想アシスタント制御デバイスのしき
い値距離内であると決定することによって、前記仮想アシスタント制御デバイスが、前記
ユーザの前記アカウントを用いて登録された前記特定の仮想アシスタント制御デバイスで
あると決定するステップを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であるとの決定に応答して、前
記スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロ
ールを提示することを決定するステップをさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記画像データに基づいて、前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを
制御するように構成される前記スマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための前
記物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステップが、
　前記画像が前記ユーザの仮想アシスタント制御デバイスの画像を示すと決定するステッ
プを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記仮想アシスタント制御デバイスが、
　前記ユーザから音声コマンドを受信する仮想アシスタントスマートスピーカーデバイス
を備え、
　前記仮想アシスタントスマートスピーカーデバイスのスピーカーを使用して、前記ユー
ザに情報を提供する、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコン
トロールを識別するステップが、
　前記仮想アシスタントスマートスピーカーデバイスが現在実施中であるタスクまたはサ
ービスを決定するステップと、
　前記タスクまたはサービスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェース
コントロールを選択するステップと
を含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記モバイルデバイスにおいて、前記1つまたは複数の追加のスマートデバイスを制御
するための前記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを生成および提示
するステップが、
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　前記モバイルデバイスのカメラのビューファインダーの視野上に、拡張現実において前
記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを重ね合わせるステップを含む
、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを制御するように構成されるス
マートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的コントロールのうちの少なく
とも1つを示すとの決定に応答して、前記1つまたは複数の追加のスマートデバイスの各々
を制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別するステ
ップが、
　前記各追加のスマートデバイスのための登録ファイルを取得するステップであって、前
記登録ファイルが、追加のスマートデバイスのタイプと、前記追加のスマートデバイスを
制御するための利用可能なユーザインターフェースコントロールとを指定するデータを含
む、ステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像データに基づいて、前記受信された画像データが、1つまたは複数の追加のス
マートデバイスを制御するように構成されるスマートデバイスまたは前記スマートデバイ
スのための物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステップが、
　前記スマートデバイスが前記ユーザのデバイスであることを確認するように、前記ユー
ザにプロンプトを出すステップと、
　前記ユーザから確認を受信するステップと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　システムであって、
　1つまたは複数のデータ処理装置と、
　前記1つまたは複数のデータ処理装置とデータ通信しているメモリ記憶装置と
を備え、前記メモリ記憶装置が、前記1つまたは複数のデータ処理装置によって実行可能
な命令であって、その実行時に、前記1つまたは複数のデータ処理装置に動作を実行させ
る、命令を記憶し、前記動作が、
　　ユーザのモバイルデバイスのカメラによって取り込まれた画像のための画像データを
受信すること、
　　前記画像データに基づいて、前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイス
を制御するように構成されるスマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理
的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定すること、
　　前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを制御するように構成される
スマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的コントロールのうちの少な
くとも1つを示すとの決定に応答して、前記1つまたは複数の追加のスマートデバイスの各
々を制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別するこ
と、
　　前記モバイルデバイスのディスプレイにおいて、前記1つまたは複数の追加のスマー
トデバイスを制御するための前記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロール
を生成および提示すること、
　　前記モバイルデバイスの前記ディスプレイにおいて、前記1つまたは複数のユーザイ
ンターフェースコントロールの所与のユーザインターフェースコントロールとのユーザ対
話を検出すること、ならびに
　　前記検出されたユーザ対話に基づいて、前記所与のユーザインターフェースコントロ
ールによって制御される所与の追加のスマートデバイスを制御すること
を含む、システム。
【請求項１３】
　前記動作が、
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
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仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であると決定すること
をさらに含む、請求項12に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であると決定することが、
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記ユーザのアカウントを用いて登録された特定の仮想アシスタント制御デバイスのしき
い値距離内であると決定することによって、前記仮想アシスタント制御デバイスが、前記
ユーザの前記アカウントを用いて登録された前記特定の仮想アシスタント制御デバイスで
あると決定することを含む、請求項13に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記動作が、
　前記画像が前記モバイルデバイスにおいて提示されるときの前記モバイルデバイスが、
前記仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能であるとの決定に応答して、前
記スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロ
ールを提示することを決定することをさらに含む、請求項13に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記画像データに基づいて、前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを
制御するように構成される前記スマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための前
記物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定することが、
　前記画像が前記ユーザの仮想アシスタント制御デバイスの画像を示すと決定することを
含む、請求項12に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記モバイルデバイスにおいて、前記スマートデバイスを制御するための前記1つまた
は複数のユーザインターフェースコントロールを生成および提示することが、
　前記モバイルデバイスのカメラのビューファインダーの視野上に、拡張現実において前
記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを重ね合わせることを含む、請
求項12に記載のシステム。
【請求項１８】
　コンピュータプログラムが符号化された非一時的コンピュータ記憶媒体であって、前記
コンピュータプログラムが、データ処理装置によって実行されると、前記データ処理装置
に動作を実施させる命令を備え、前記動作が、
　ユーザのモバイルデバイスのカメラによって取り込まれた画像のための画像データを受
信すること、
　前記画像データに基づいて、前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを
制御するように構成されるスマートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的
コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定すること、
　前記画像が、1つまたは複数の追加のスマートデバイスを制御するように構成されるス
マートデバイスまたは前記スマートデバイスのための物理的コントロールのうちの少なく
とも1つを示すとの決定に応答して、前記1つまたは複数の追加のスマートデバイスの各々
を制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別すること
、
　前記モバイルデバイスのディスプレイにおいて、前記1つまたは複数の追加のスマート
デバイスを制御するための前記1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを
生成および提示すること、
　前記モバイルデバイスの前記ディスプレイにおいて、前記1つまたは複数のユーザイン
ターフェースコントロールの所与のユーザインターフェースコントロールとのユーザ対話
を検出すること、ならびに
　前記検出されたユーザ対話に基づいて、前記所与のユーザインターフェースコントロー
ルによって制御される所与の追加のスマートデバイスを制御すること
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を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体。
【請求項１９】
　前記スマートデバイスが、仮想アシスタント制御デバイスを備え、
　前記所与の追加のスマートデバイスを制御することが、前記所与の追加のスマートデバ
イスに動作可能に接続された前記仮想アシスタント制御デバイスに、データを送信するこ
とであって、前記データが、前記検出されたユーザ対話に対応する動作を、前記動作を実
施するために前記所与の追加のスマートデバイスに送ることを、前記仮想アシスタント制
御デバイスに行わせる、送信することを含む、請求項12に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　スマートフォンなど、多数のモバイルデバイスには、写真およびデジタル画像を取り込
むためのカメラが装備されている。モバイルデバイスはまた、多種多様な情報へのアクセ
スも提供する。この情報は、モバイルデバイス上で稼働しているウェブブラウザまたはネ
イティブアプリケーション内で見られることがある。ユーザはまた、画像を使用して、画
像内に示されたオブジェクトまたはロケーションに関連する追加の情報を取得することも
できる。
【０００２】
　仮想アシスタントは、ユーザのためにタスクまたはサービスを実施するアプリケーショ
ンである。仮想アシスタントは、音声アシスタントデバイス(たとえば、スマートスピー
カー、または他の音声により制御されるデバイス)内に統合され得る。いくつかの仮想ア
シスタントはまた、ホームオートメーションデバイスなど、他のスマートデバイスを制御
するスマートデバイスの役割もする。たとえば、ユーザは、ライトを制御するように構成
される音声アシスタントデバイスに、音声コマンドを与えることによって、ライトの動作
を制御することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書は、スマートデバイスを識別し、識別されたスマートデバイスを制御するため
の1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示することに関する技術に
ついて説明する。
【０００４】
　概して、本明細書で説明する主題の1つの発明的態様は、方法において具現化され得、
方法は、ユーザのモバイルデバイスのカメラによって取り込まれた画像のための画像デー
タを受信するステップと、画像データに基づいて、画像がスマートデバイスまたはスマー
トデバイスのための物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステッ
プと、画像がスマートデバイスまたはスマートデバイスのための物理的コントロールのう
ちの少なくとも1つを示すとの決定に応答して、スマートデバイスを制御するための1つま
たは複数のユーザインターフェースコントロールを識別するステップと、モバイルデバイ
スのディスプレイにおいて、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザ
インターフェースコントロールを生成および提示するステップと、モバイルデバイスのデ
ィスプレイにおいて、1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールのうちの少
なくとも1つとのユーザ対話を検出するステップと、検出されたユーザ対話に基づいて、
スマートデバイスを制御するステップとを含む。この態様の他の実装形態は、対応する装
置、方法、システム、およびコンピュータ記憶デバイス上に符号化された、方法のアクシ
ョンを実施するように構成されたコンピュータプログラムを含む。
【０００５】
　これらの実装形態および他の実装形態は、場合によっては、以下の特徴のうちの1つま
たは複数を各々含み得る。いくつかの態様では、スマートデバイスを制御するステップが
、スマートデバイスに動作可能に接続された仮想アシスタント制御デバイスに、データを
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送信するステップであって、データが、検出されたユーザ対話に対応する動作を、動作を
実施するためにスマートデバイスに送ることを、仮想アシスタント制御デバイスに行わせ
る、ステップを含む。
【０００６】
　いくつかの態様では、画像データに基づいて、画像がスマートデバイスまたはスマート
デバイスのための物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステップ
が、画像が、他のスマートデバイスを制御するように構成される仮想アシスタント制御デ
バイスを示すと決定するステップを含む。いくつかの態様では、方法は、画像がモバイル
デバイスにおいて提示されるときのモバイルデバイスが、仮想アシスタント制御デバイス
を制御することが可能であると決定するステップをさらに含み得る。いくつかの態様では
、画像がモバイルデバイスにおいて提示されるときのモバイルデバイスが、仮想アシスタ
ント制御デバイスを制御することが可能であると決定するステップが、画像がモバイルデ
バイスにおいて提示されるときのモバイルデバイスが、ユーザのアカウントを用いて登録
された特定の仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であると決定することによ
って、仮想アシスタント制御デバイスが、ユーザのアカウントを用いて登録された特定の
仮想アシスタント制御デバイスであると決定するステップを含む。いくつかの態様では、
方法は、画像がモバイルデバイスにおいて提示されるときのモバイルデバイスが、仮想ア
シスタント制御デバイスを制御することが可能であるとの決定に応答して、スマートデバ
イスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示する
ことを決定するステップをさらに含み得る。
【０００７】
　いくつかの態様では、画像データに基づいて、画像がスマートデバイスまたはスマート
デバイスのための物理的コントロールのうちの少なくとも1つを示すと決定するステップ
が、画像がユーザの仮想アシスタント制御デバイスの画像を示すと決定するステップを含
む。いくつかの態様では、仮想アシスタント制御デバイスが、ユーザから音声コマンドを
受信する仮想アシスタントスマートスピーカーデバイスを含み、仮想アシスタントスマー
トスピーカーデバイスのスピーカーを使用して、ユーザに情報を提供する。いくつかの態
様では、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコ
ントロールを識別するステップが、仮想アシスタントスマートスピーカーデバイスが現在
実施中であるタスクまたはサービスを決定するステップと、タスクまたはサービスを制御
するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを選択するステップと
を含む。
【０００８】
　いくつかの態様では、モバイルデバイスにおいて、スマートデバイスを制御するための
1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを生成および提示するステップが
、モバイルデバイスのカメラのビューファインダーの視野上に、拡張現実において1つま
たは複数のユーザインターフェースコントロールを重ね合わせるステップを含む。
【０００９】
　いくつかの態様では、画像がスマートデバイスまたはスマートデバイスのための物理的
コントロールのうちの少なくとも1つを示すとの決定に応答して、スマートデバイスを制
御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別するステップ
が、スマートデバイスのための登録ファイルを取得するステップであって、登録ファイル
が、スマートデバイスのタイプと、スマートデバイスを制御するための利用可能なユーザ
インターフェースコントロールとを指定するデータを含む、ステップを含む。
【００１０】
　本明細書で説明する主題は、以下の利点のうちの1つまたは複数を実現するように、特
定の実施形態において実装され得る。それを通してスマートデバイスが画像内で識別され
、仮想ユーザインターフェースコントロールが識別されたスマートデバイスのために提示
される、プラットフォームを容易にすることによって、プラットフォームは、オブジェク
ト、それらの能力、および/またはオブジェクトが現在動作中であるコンテキストに合わ
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せてカスタマイズまたは適合される、仮想ユーザインターフェースコントロールの提示を
可能にする。
【００１１】
　従来のユーザインターフェースでは、ユーザは、正しいデータ/機能を発見するため、
または音声アシスタントデバイスに複数の音声コマンドを与えるために、何回もビューを
スクロールして切り替える必要があり得る。本システムの仮想アシスタントアプリケーシ
ョンは、スマートデバイスごとに別個のアプリケーションを発見する必要なしに、ユーザ
が(たとえば、拡張現実技法を使用する)モバイルデバイス上でスマートデバイスを見てい
る間、スマートデバイスのための仮想ユーザインターフェースコントロールを提示するこ
とができる。たとえば、ユーザは、ユーザの自宅、オフィス、または他のロケーションに
おいて、仮想アシスタント制御デバイス(たとえば、スマートスピーカーなどの音声アシ
スタントデバイス)が音楽を再生中である間、モバイルデバイスのカメラを仮想アシスタ
ント制御デバイスに向けることができる。仮想アシスタントアプリケーションは(たとえ
ば、単独で、またはリモートシステムの助けをかりて)、カメラから受信された画像デー
タに基づいて、仮想アシスタント制御デバイスを検出し、ユーザが現在再生されているオ
ーディオを制御することを可能にするユーザインターフェースコントロールを提示するこ
とができる。画像データ内で検出されたスマートデバイスと、スマートデバイスの現在の
モードまたはアクションとに基づいて、ユーザインターフェースコントロールを選択する
ことによって、仮想アシスタントアプリケーションは、スマートデバイスのより効率的お
よび効果的な制御を提供する、カスタマイズされたユーザインターフェースを提供するこ
とができる。たとえば、音声制御を使用して、音楽の音量または再生の調整を試行する際
には、音量または再生の適切な変化を得るために、複数の音声コマンド、およびスマート
スピーカーによる調整が必要となることがある。モバイルデバイスによって提示されたユ
ーザインターフェースコントロールは、ユーザがより迅速にかつより直観的に同じ変更を
行うことを可能にすることができる。
【００１２】
　本明細書で説明するシステムおよび技法は、モバイルデバイスのカメラからの画像デー
タ(たとえば、単一のフレーム画像、連続したビデオ、画像のストリームなど)から、スマ
ートデバイスを認識することができる。スマートデバイスが識別されると、モバイルデバ
イスは、結果にインデックス付けすることができる。これによって、ユーザが複数の要求
を行う必要がなくなり、それによって、次に、コンピューティングシステムがスマートデ
バイスを識別するための要求を処理し、どのユーザインターフェースコントロールが特定
のスマートデバイスアプリケーションのために提示されるべきであるか(たとえば、音楽
再生のためのオーディオコントロール、ライトのためのライトスイッチコントロールなど
)を決定する回数が低減される。これが多数のユーザにわたって集約されることで、コン
ピュータへの処理需要を低減することによって、ユーザインターフェースコントロールを
選択する仮想アシスタント管理システムのコンピュータの機能を著しく改善することがで
きる。仮想アシスタント管理システムは、ネットワークを介してアクセスされ得るので、
要求の数を低減することによって、消費される帯域幅の量も低減され、他のネットワーク
トラフィックのための帯域幅を可能にすること、および/またはネットワークの速度を増
すことができる。
【００１３】
　スマートデバイスに基づいて、適切なユーザインターフェースコントロールを選択する
ことによって、ユーザは、ユーザがモバイルデバイスのカメラを同じスマートデバイスに
向けるたびに、コントロールを選択しなければならない負担がなくなる。これによって、
ユーザによるより迅速な要求、およびユーザのためのより高い柔軟性が可能になる。たと
えば、仮想アシスタントアプリケーションを使用することによって、ユーザは、カメラが
スマートデバイスに向いているようにモバイルデバイスを保持し、モバイルデバイスまた
はスマートデバイスとさらに対話する必要なしに、スマートデバイスのいくつかの特徴を
制御するためのユーザインターフェースコントロールが提示され得る。したがって、本明



(8) JP 6915169 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

細書で説明するシステムおよび技法は、スマートデバイスを制御するためのガイド付きヒ
ューマンマシン対話プロセスを提供する。
【００１４】
　上記の主題の様々な特徴および利点について、以下で図に関して説明する。追加の特徴
および利点は、本明細書で説明する主題、および特許請求の範囲から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】仮想アシスタントアプリケーションがスマートデバイスを識別し、スマートデ
バイスを制御するためのユーザインターフェースコントロールを提示する、例示的な環境
のブロック図である。
【図１Ｂ】仮想アシスタントアプリケーションが、識別されたスマートデバイスのための
ユーザインターフェースコントロールを提示する、例示的なプロセスの例示的なシステム
フロー図である。
【図２】受信された画像データに基づいて、識別されたスマートデバイスを制御するため
の1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示する、モバイルデバイス
の例示的なスクリーンショットのシーケンスの図である。
【図３】受信された画像データに基づいて、識別されたスマートデバイスを制御するため
の1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示する、モバイルデバイス
の例示的なスクリーンショットの別のシーケンスの図である。
【図４】仮想アシスタントアプリケーションを使用して、スマートデバイスを識別し、識
別されたスマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコ
ントロールを提示するための、例示的なプロセスのフロー図である。
【図５】本開示で説明する方法、システム、およびプロセスを実装するために使用され得
る、例示的なコンピュータシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　様々な図面における同様の参照番号および名称は、同様の要素を示す。
【００１７】
　仮想アシスタントアプリケーションを使用して、画像データ(たとえば、単一のフレー
ム画像、連続したビデオ、画像のストリームなど)に基づいて、スマートデバイス(または
、スマートデバイスのための物理的コントロール)を識別し、識別されたスマートデバイ
スごとに、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェース
コントロールを提示するためのシステム、方法、およびコンピュータプログラム製品につ
いて説明する。たとえば、スマートデバイスまたはスマートデバイスのための物理的コン
トロールは、モバイルデバイスのカメラのビューファインダーを表す画像データ内で識別
(たとえば、オブジェクト認識技法を使用して認識)され得る。それに応答して、スマート
デバイスを制御するためのユーザインターフェースコントロールは、ユーザがスマートデ
バイスを制御することができるように、たとえば、拡張現実技法を使用して、ビューファ
インダー内で提示され得る。スマートデバイスは、1つまたは複数のネットワークを介し
て他のデバイスに接続される電子デバイスである。スマートデバイスは、自律的に、かつ
/または他のスマートデバイスとともに対話式に動作することができる。例示的なスマー
トデバイスには、いくつかの例を挙げれば、仮想アシスタント制御デバイス(たとえば、
スマートスピーカーなどの音声制御デバイス)、ホームオートメーションデバイス(たとえ
ば、スマートライト、スマートアプライアンス、サーモスタットなど)、スマートテレビ
、およびスマートラジオが含まれる。仮想アシスタント制御デバイスは、ユーザのために
タスクおよび/またはサービスを実施し、他のスマートデバイスを制御する、統合された
仮想アシスタントを含む電子デバイスである。例示的な仮想アシスタント制御デバイスは
、音声コマンドに応答して、タスクを実施し、他のスマートデバイスを制御する、スマー
トスピーカーである。
【００１８】
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　たとえば、ユーザは、モバイルデバイスのカメラをスマートスピーカーに向けて、スマ
ートスピーカー、またはそのためにスマートスピーカーが制御するように構成されている
他のスマートデバイス(たとえば、ユーザのアカウントを用いて登録された他のスマート
デバイス)を制御するための、ユーザインターフェースコントロールを見ることができる
。別の例では、ユーザは、モバイルデバイスのカメラをスマートライトまたはライトスイ
ッチに向けて、スマートライトを調整するためのユーザインターフェースコントロールを
見ることができる。
【００１９】
　いくつかの態様では、モバイルデバイスは、仮想アシスタント制御デバイス(たとえば
、スマートスピーカー)を通して、スマートデバイスに接続し、その場合、各々が同じネ
ットワークに接続されている。いくつかの態様では、モバイルデバイスは、仮想アシスタ
ント制御デバイスに、または仮想アシスタント制御デバイスを通して接続することなしに
、スマートデバイスに接続することができ、たとえば、その場合、その特定のスマートデ
バイスは、モバイルデバイスと同じネットワーク(たとえば、ワイヤレスネットワーク)を
介して、データを通信するように構成される。
【００２０】
　いくつかの態様によれば、ユーザは、ユーザのアカウントを用いて、仮想アシスタント
制御デバイスを登録することができる。ユーザはまた、仮想アシスタント制御デバイスが
各登録されたスマートデバイスを制御することができるように、アカウントを用いて、他
のスマートデバイスを登録することもできる。別の例では、ユーザは、たとえば、仮想ア
シスタント制御デバイスにおいて、1つまたは複数のスマートデバイスを制御するように
、仮想アシスタント制御デバイスを構成することができる。次いで、ユーザは、それ自体
のスピーカーにおいて音楽を再生するように、仮想アシスタント制御デバイスに要求する
か、あるいは、ライトが、ユーザのアカウントを用いて登録されているか、またはさもな
ければ仮想アシスタント制御デバイスによって制御される、スマートデバイスである(ま
たは、スマートデバイスに接続される)場合、ある室内でライトをオフにするように、仮
想アシスタント制御デバイスに要求することができる。仮想アシスタント制御デバイスは
、ワイヤレスネットワークを介して、スマートデバイスに制御データを送ることによって
、またはスマートデバイスに制御データを中継する仮想アシスタント管理システムに、制
御データを送ることによって、スマートデバイスを制御することができる。
【００２１】
　本明細書で説明する仮想アシスタントアプリケーションは、画像がモバイルデバイスに
おいて提示されるときの(または、画像が取り込まれたときの)モバイルデバイスのロケー
ションが、ユーザのアカウントを用いて登録された仮想アシスタント制御デバイスのしき
い値距離内であると決定することによって、画像データ内で検出されたスマートデバイス
(仮想アシスタント制御デバイス、またはスマートライトスイッチなど)が、モバイルデバ
イスのユーザに関連付けられるかを決定することができる。たとえば、システムは、モバ
イルデバイスの地理的ロケーション、およびユーザのアカウントを用いて登録されている
仮想アシスタント制御デバイスのロケーションを使用して、画像データによって表された
特定のスマートデバイスがユーザのスマートデバイスであるかを決定することができる。
次いで、仮想アシスタントアプリケーションは、生成されたインターフェースコントロー
ルを通して、仮想アシスタント制御デバイスと特定のスマートデバイスとの間の接続を使
用して、スマートデバイスを制御することができる。スマートデバイスのためのアプリケ
ーションは、特定のスマートデバイスを構成し、WiFiネットワークなどのネットワークに
接続させるために使用され得る。仮想アシスタント制御デバイスのためのアプリケーショ
ンは、同じWiFiネットワーク上でスマートデバイスを接続および制御し、特定のスマート
デバイスをさらに構成する(たとえば、ニックネームを追加する、部屋に割り当てるなど
の)ために使用され得る。
【００２２】
　いくつかの態様によれば、仮想アシスタントアプリケーションは、仮想アシスタント制
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御デバイスなしに、スマートデバイスに接続することができる。たとえば、仮想アシスタ
ントアプリケーションは、モバイルデバイスのユーザが、スマートデバイスが登録されて
いるホームネットワークへのアクセス(たとえば、WiFiパスワードを通してホームネット
ワークにアクセスするための許可など)を有するかを決定することができる。本明細書で
説明する仮想アシスタントアプリケーションシステムは、画像がモバイルデバイスにおい
て提示されるときの(または、画像が取り込まれたときの)モバイルデバイスのロケーショ
ンが、スマートデバイスのロケーション(同じネットワークなど)内であり、ユーザのアカ
ウントを用いて登録されていると決定することによって、画像データ内で認識されたスマ
ートデバイス(スマートライトスイッチ、またはスマートサーモスタットなど)が、ユーザ
に登録されているかを決定することができる。たとえば、システムは、モバイルデバイス
の地理的ロケーションを使用し、仮想アシスタント管理システムを通して登録ファイルに
アクセスして、モバイルデバイスが特定のスマートデバイスにアクセスすることを可能に
されるかを決定することができる。登録ファイルは、限定はしないが、識別および制御情
報を含む、特定のスマートデバイスについてのデータを含む。仮想アシスタントアプリケ
ーションは、登録ファイル内のデータを使用して、特定のスマートデバイスと通信し、特
定のスマートデバイスを制御することができる。
【００２３】
　本明細書で説明するユーザインターフェースコントロールは、モバイルデバイスのユー
ザインターフェースによって、たとえば、モバイルデバイス上で実行している仮想アシス
タントアプリケーションによって、生成および提示され得る。本システムは、拡張現実(A
R)モジュールなどを使用して、モバイルデバイスのユーザインターフェースによって提示
されたライブ画像(たとえば、デジタルビューファインダー)上に、または以前に取り込ま
れた画像上に、ユーザインターフェースコントロールをオーバーレイすることができる。
たとえば、ユーザは、モバイルデバイスのカメラのビューファインダー内でスマートライ
トスイッチのライブビューを有し、ライブ画像上に重ね合わせられたユーザインターフェ
ースコントロールを仮想的に見ることができる。
【００２４】
　動作時に、仮想アシスタントアプリケーションは、画像データと、そこにおいて仮想ア
シスタントアプリケーションが実行中であるモバイルデバイスのロケーションを指定する
ロケーションデータとを受信する。仮想アシスタントアプリケーションの(または、リモ
ートサーバの)オブジェクト認識器構成要素は、画像データを解析し、識別されたオブジ
ェクトデータを生成することができる。識別されたオブジェクトデータは、オブジェクト
が占有する画像の領域を指定する。いくつかの態様では、オブジェクト認識器構成要素は
、オブジェクトがスマートデバイスであるかを決定し、識別されたオブジェクトデータに
その情報を埋め込むことができる。仮想アシスタントアプリケーション(または、リモー
トサーバ)のスマートデバイスコントロールセレクタは、オブジェクト認識器構成要素か
ら、識別されたオブジェクトデータを受信し、画像データが、スマートデバイスなど、指
定されたオブジェクトを示すかを決定する。スマートデバイスが、識別されたオブジェク
トデータから識別される場合、スマートデバイスコントロールセレクタは、モバイルデバ
イスからロケーションデータを受信する。次いで、スマートデバイスコントロールセレク
タは、画像が提示される(または、画像のための画像データが取り込まれた)ときのモバイ
ルデバイスのロケーションが、ユーザのアカウントを用いて登録された仮想アシスタント
制御デバイスのロケーションのしきい値距離(たとえば、50メートル、100メートル、また
は別の適切な距離)内であると決定することができる。いくつかの態様では、システムは
、スマートデバイスがユーザのアカウントに関連付けられるか、および、仮想アシスタン
ト制御デバイスがスマートデバイスを制御することが可能であるかを決定することができ
る。
【００２５】
　いくつかの態様では、スマートデバイスが、識別されたオブジェクトデータから識別さ
れる場合、スマートデバイスコントロールセレクタは、モバイルデバイスからロケーショ
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ンデータを受信し、次いで、たとえば、音声アシスタント制御デバイスがネットワーク上
で発見されない場合、登録ファイルを処理して、スマートデバイスがユーザのアカウント
に登録されているかを決定する。登録ファイルは、(既知である場合は)ユーザデバイス上
に記憶され得るか、またはスマートデバイス登録エンジンなど、仮想アシスタント管理シ
ステム内でバックエンドサーバを通してアクセスされ得る。
【００２６】
　モバイルデバイスのロケーションが、ユーザのアカウントを用いて登録された仮想アシ
スタント制御デバイスのロケーションのしきい値距離内であると、スマートデバイスコン
トロールセレクタが決定した後、スマートデバイスコントロールセレクタは、スマートデ
バイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを識別(た
とえば、選択)し、インターフェースコントロール識別データを生成する。インターフェ
ースコントロール識別データは、識別されたスマートデバイスを制御することができる、
1つまたは複数のコントロールを指定するデータを含む。たとえば、スマートデバイスが
ライトスイッチである場合、コントロールは、オンアイコン、オフアイコン、および/ま
たは調光器を含み得る。インターフェースコントロール識別データは、インターフェース
生成器によって受信される。インターフェースコントロール識別データによって、対象の
スマートデバイスに属すると指定された各ユーザインターフェースコントロールについて
、インターフェース生成器は、ユーザインターフェースにおいてユーザインターフェース
コントロールを提示する提示データを生成する。
【００２７】
　受信された画像データは、リアルタイムで処理され、カメラが移動する場合でも、カメ
ラのレンズの視野内で対象のオブジェクトを識別し続けることになる、ライブの連続した
ビデオからのものであり得る。いくつかの態様では、受信された画像データは、単一のフ
レームショット、または録画されたビデオであり得る。
【００２８】
　これらの特徴および追加の特徴について、以下でより詳細に説明する。
【００２９】
　図1Aは、仮想アシスタントアプリケーション116がスマートデバイスを識別し、スマー
トデバイスを制御するためのユーザインターフェースコントロールを提示する、例示的な
環境100Aのブロック図である。図1Bは、仮想アシスタントアプリケーション116が、識別
されたスマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを提示する、例示
的なプロセスの例示的なシステムフロー図である。
【００３０】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、モバイルデバイス110上にインストールされ
、および/またはモバイルデバイス110によって実行され得る。モバイルデバイス110は、
データ通信ネットワーク150を介してデータを送受信することが可能である、電子デバイ
スである。例示的なモバイルデバイス110には、スマートフォン、タブレットコンピュー
ティングデバイス、ウェアラブルコンピューティングデバイス(たとえば、スマートウォ
ッチ)、およびネットワーク150を介してデータを送受信することができる他のデバイスが
含まれる。ネットワーク150には、ローカルエリアネットワーク(LAN)、ワイドエリアネッ
トワーク(WAN)、インターネット、モバイルネットワーク、またはそれらの組合せが含ま
れ得る。
【００３１】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、特定のプラットフォームまたは特定のデバ
イスのために開発されたネイティブアプリケーションとして実装され得る。仮想アシスタ
ントアプリケーション116は、モバイルデバイス110のユーザのためにタスクまたはサービ
スを実施することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーション116は、ユー
ザの音声コマンドに応答する(たとえば、要求された情報を提供する)、ユーザのスマート
デバイスを制御する、コンテンツ(たとえば、音楽またはビデオ)を再生することなどがで
きる。ユーザによるスマートデバイスの制御をより容易かつより効率的にするために、仮
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想アシスタントアプリケーション116は、モバイルデバイス110のディスプレイ上にグラフ
ィカルユーザインターフェースコントロールを提示することができる。
【００３２】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、モバイルデバイス110のカメラ111の視野内
のシーンを表す画像データ内で認識されたスマートデバイスのためのユーザインターフェ
ースコントロールを提示することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーショ
ン116は、スマートデバイスを識別し、識別されたスマートデバイスのためのユーザイン
ターフェースコントロールを提示するかを決定することができる。仮想アシスタントアプ
リケーション116は、識別されたスマートデバイスが、ユーザのアカウントを用いて登録
されているか、および/またはモバイルデバイス110が、ユーザのアカウントを用いて登録
された仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であるかに基づいて、識別された
スマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを提示するかを決定する
ことができる。仮想アシスタントアプリケーション116はまた、識別されたスマートデバ
イスのために、どのユーザインターフェースコントロールを使用するか(たとえば、音楽
のためのオーディオコントロール、スマートデバイスライトスイッチのためのトグルコン
トロールなど)を選択し、選択されたコントロールをもつインターフェースを、たとえば
、画像データ(たとえば、画像またはカメラ111のビューファインダー内に示されたオブジ
ェクト)上のグラフィックオーバーレイとして提示することもできる。
【００３３】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、たとえば、スマートデバイスを識別するた
めのユーザ要求を受信することなしに、連続して、モバイルデバイス110のカメラ111から
受信された画像データ内で、スマートデバイスを検出することを試行することができる。
たとえば、仮想アシスタントアプリケーション116は、(画像データに基づいて)モバイル
デバイス110のカメラ111のビューファインダー内でオブジェクトを検出および/または認
識し、ユーザがカメラ111をスマートデバイスに向けているという事実を、識別されたス
マートデバイスを制御するための要求として解釈することができる。
【００３４】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、1つまたは複数の
入力を介して、スマートデバイスコントロールを位置特定および選択するためのコマンド
を受信することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーション116は、モバイ
ルデバイス110のマイクロフォン113から音声要求を受信することができる。仮想アシスタ
ントアプリケーション116は、マイクロフォン113から入力されたオーディオを受信し、(
オーディオが、話された言葉を含む場合)オーディオをテキストに変換し、仮想アシスタ
ントアプリケーション116にテキストを提供することができる、音声認識器120を含み得る
。
【００３５】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、ユーザが、本明
細書で説明するプロセスを開始するために、モバイルデバイス110上に表示された仮想ア
シスタントアプリケーション116のインターフェース上のボタンと対話する(たとえば、タ
ッチする)ことによって、スマートデバイスを識別するためのコマンドを受信することが
できる。いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116はまた、たと
えば、モバイルデバイス110の物理的またはタッチキーパッドを使用する際にタイプされ
た、テキスト要求を受信することもできる。
【００３６】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、スマートデバイスが画像内に(たとえば、画
像を表すピクセルデータ内に)存在するかを決定し、識別されたスマートデバイス、その
能力、および/またはスマートデバイスが現在動作中であるコンテキストに基づいて、ユ
ーザインターフェースコントロールを選択する、スマートデバイスコントロールセレクタ
130を含む。いくつかの態様では、仮想アシスタントアプリケーション116は、仮想アシス
タントアプリケーション116がアクティブである間、オブジェクト認識器125(本明細書で
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さらに説明する)から、識別されたオブジェクトデータ126を受信することができる。たと
えば、仮想アシスタントアプリケーション116は、仮想アシスタントアプリケーション116
が起動されるとき、カメラ111からビューファインダーのためのピクセルデータを取得す
ることを開始することができる。スマートデバイスコントロールセレクタ130は、スマー
トデバイスコントロールセレクタ130がユーザインターフェースコントロールを選択する
ために十分な情報を有するまで、データを監視することができる。たとえば、スマートデ
バイスコントロールセレクタ130は、スマートデバイスコントロールセレクタ130が、ユー
ザインターフェースコントロールを提示するか、およびどのコントロールを選択するかに
ついての判断を行うために、十分なデータを取得するまで、画像のストリーム、および/
またはロケーションデータ124などの他のデータについて、識別されたオブジェクトデー
タ126を監視することができる。
【００３７】
　いくつかの実装形態では、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、カメラ111の
ビューファインダーのための画像データ123に基づいて、オブジェクト認識器125によって
生成された、識別されたオブジェクトデータ126に基づいて、ユーザインターフェースコ
ントロールを選択することができる。画像データ123は、カメラ111のビューファインダー
の現在のシーンを表す、ピクセルデータを含み得る。仮想アシスタントアプリケーション
116は、仮想アシスタントアプリケーション116が起動された後、カメラ111から画像デー
タ123を取得することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーション116は、ピ
クセルデータセットのストリームを取得することができる。各ピクセルデータセットは、
特定の時点のためのビューファインダーのピクセルを表すことができる。各ピクセルデー
タセット内のピクセルデータは、ビューファインダーの各ピクセルの視覚的特性(たとえ
ば、色、強度、輝度など)を指定するデータを含み得る。
【００３８】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130は、スマートデバイス(または、スマートデ
バイスのための物理的コントロール)がビューファインダー内で(たとえば、ピクセルデー
タセットのうちの1つまたは複数において)検出されるか、および、そうである場合、スマ
ートデバイスの識別、またはスマートデバイスのクラスに基づいて、ユーザインターフェ
ースコントロールを選択することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーショ
ン116は、ピクセルデータ(または、画像)内でスマートデバイス(または、それらの物理的
コントロール)を検出および認識(たとえば、識別)することを試行する、オブジェクト認
識器125を含み得る。オブジェクト認識器125は、エッジ検出および/または他のオブジェ
クト認識技法を使用して、スマートスピーカー、アプライアンス、テレビ、物理的コント
ロール(たとえば、ライトスイッチ、ドアノブ、サーモスタット、オーブン/コンロコント
ロールなど)、および/または他のタイプのオブジェクトなど、様々なオブジェクトを検出
することができる。いくつかのスマートデバイスでは、スマートデバイス、およびスマー
トデバイスのための物理的コントロールは、同じであり得る(たとえば、スマートサーモ
スタット、スマートコーヒーメーカーなど)。以下で説明するように、オブジェクト認識
器125は、スマートデバイスコントロールセレクタ130に、もしあれば、画像データ123内
で識別されたスマートデバイスを識別する、識別されたオブジェクトデータ126を提供す
ることができる。
【００３９】
　いくつかの実装形態では、オブジェクト認識器125は、ピクセルデータセットがオブジ
ェクトの1つまたは複数の特定のクラス(たとえば、カテゴリー)内のオブジェクトを含む
かを決定する、粗い分類器(coarse classifier)を含む。たとえば、粗い分類器は、実際
のオブジェクトの認識の有無にかかわらず、ピクセルデータセットが特定のクラス(たと
えば、照明コントロールなど、スマートデバイスのクラス)のオブジェクトを含むことを
検出し得る。いくつかの態様では、オブジェクト認識器125は、画像データ123から、スマ
ートデバイスが画像データ内にあるかを決定し、識別されたスマートデバイスに固有のデ
ータを生成することができる。
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【００４０】
　粗い分類器は、画像がオブジェクトのクラスを示す1つまたは複数の特徴を含むか否か
に基づいて、オブジェクトのクラスの存在を検出することができる。粗い分類器は、その
オブジェクトのクラス内のオブジェクトの存在を検出するために、計算量の低い解析を実
施するための軽量モデルを含み得る。たとえば、粗い分類器は、オブジェクトの各クラス
について、画像がオブジェクトのクラス内に入るオブジェクトを示すかを決定するために
、画像内に示された制限された視覚特徴のセットを検出することができる。具体的な例で
は、粗い分類器は、画像が、以下のクラス、すなわち、スマートスピーカー、アプライア
ンス、テレビ、物理的コントロール(たとえば、ライトスイッチ、ドアノブ、サーモスタ
ット、オーブン/コンロコントロール)のうちの1つまたは複数に分類されるオブジェクト
を示すかを検出することができる。
【００４１】
　いくつかの実装形態では、粗い分類器は、画像の視覚特徴に基づいて、画像を分類する
ために、トレーニングされた機械学習モデル(たとえば、畳み込みニューラルネットワー
ク)を使用する。たとえば、機械学習モデルは、それらのそれぞれのクラスでラベル付け
される、ラベル付けされた画像を使用してトレーニングされ得る。機械学習モデルは、オ
ブジェクトのクラスの特定のセットのうちの0個以上に画像を分類するようにトレーニン
グされ得る。機械学習モデルは、入力として、画像の視覚特徴に関連するデータを受信し
、オブジェクトのクラスの特定のセット内のオブジェクトのクラスのうちの0個以上への
分類を出力することができる。
【００４２】
　粗い分類器は、オブジェクトのクラスが画像内で検出されたかを指定するデータを出力
することができる。粗い分類器はまた、オブジェクトのクラスの存在が画像内で検出され
たという信頼性を示す信頼値、および/または、実際のオブジェクト、たとえば、特定の
タイプのスマートスピーカーが画像内に示されるという信頼性を示す信頼値を出力するこ
ともできる。
【００４３】
　図1Bに示されるように、たとえば、ユーザは、モバイルデバイス110のカメラ111をオブ
ジェクト115に向けている。オブジェクト115は、おそらく、ユーザが仮想アシスタントア
プリケーション116にそのためのコントロールを生成および提示してほしいと望むスマー
トデバイスである。仮想アシスタントアプリケーション116を使用して、ユーザは、オブ
ジェクト115がカメラ111の視野内にあるように、および、オブジェクト115が仮想アシス
タントアプリケーション116のユーザインターフェース136内でユーザに提示されるように
、モバイルデバイス110を保持している。たとえば、仮想アシスタントアプリケーション1
16のユーザインターフェース136は、カメラ111のためのビューファインダーを含み得る。
具体的な例では、仮想アシスタントアプリケーション116が、画像内で検出されたスマー
トデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを仮想アシスタントアプリケー
ション116が提示することができる画像モード内にあり、かつ/または画像内で検出された
オブジェクトに関連するコンテンツを提供するとき、仮想アシスタントアプリケーション
116は、ビューファインダーを提示することができる。
【００４４】
　カメラ111の視野内にある(かつ、ユーザインターフェース136のビューファインダー内
で提示される)シーンを表す画像データ123が、オブジェクト認識器125によって受信され
る。ロケーションデータもまた、たとえば、モバイルデバイス110の全地球測位システム(
GPS)受信機から、スマートデバイスコントロールセレクタ130によって受信され得る。オ
ブジェクト認識器125は、スマートデバイスコントロールセレクタ130に、オブジェクトが
画像データ123内で検出されたかを指定する、識別されたオブジェクトデータ126と、オブ
ジェクトが認識された場合(特定のスマートデバイスなど)、認識されたオブジェクトを識
別するデータとを提供することができる。粗い分類器が使用されるとき、オブジェクト認
識器125は、スマートデバイスコントロールセレクタ130に、オブジェクトのクラスのうち
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の少なくとも1つ内のオブジェクトの存在が検出されたか否か、およびそうである場合、
検出されたクラスを指定するデータを提供することができる。上記で説明したように、仮
想アシスタントアプリケーション116は、ピクセルデータセットのストリームを受信する
ことができる。この例では、オブジェクト認識器125は、各ピクセルデータセットを評価
し、ストリーム内のピクセルデータセットの各々(または、少なくとも一部分)について、
スマートデバイスコントロールセレクタ130に、このデータ(オブジェクトが検出されたか
、およびいずれかの認識されたオブジェクトの識別情報を指定するデータ)を提供するこ
とができる。
【００４５】
　いくつかの実装形態では、オブジェクト認識器125は、モバイルデバイス110から受信さ
れた画像データ内のオブジェクトを認識するために、トレーニングされた機械学習モデル
(たとえば、畳み込みニューラルネットワーク)を使用する。たとえば、機械学習モデルは
、それらのそれぞれのスマートデバイス、および/またはスマートデバイスのための物理
的コントロールでラベル付けされる、ラベル付けされた画像を使用してトレーニングされ
得る。機械学習モデルは、画像データによって表された画像内に示されたスマートデバイ
ス、および/またはスマートデバイスのための物理的コントロールを認識し、それを識別
するデータを出力するようにトレーニングされ得る。機械学習モデルは、入力として、画
像の視覚特徴に関連するデータを受信し、画像内に示されたスマートデバイス、またはそ
のための物理的コントロールが画像内に示されるスマートデバイスを識別するデータを出
力することができる。
【００４６】
　スマートデバイスが認識される場合、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、
認識された実際のスマートデバイス、ピクセルデータセット内で検出されたスマートデバ
イスのクラス、スマートデバイスの能力、および/またはスマートデバイスが動作中であ
るコンテキストに基づいて、認識されたスマートデバイスのためのユーザインターフェー
スコントロールを選択することができる。たとえば、スマートデバイスが(ビューファイ
ンダーのためのピクセルデータセットに基づいて)ビューファインダー内で検出される場
合、ビューファインダー内に検出可能なスマートデバイスがない場合よりも、ビューファ
インダー内にあるものに基づいて、ユーザがユーザインターフェースコントロールを要求
中である可能性がより高い。したがって、スマートデバイスコントロールセレクタ130は
、スマートデバイスまたはスマートデバイスのクラスがピクセルデータ内で検出される場
合、ユーザインターフェースコントロールを選択することができる。
【００４７】
　各スマートデバイスまたはスマートデバイスのクラスは、1つまたは複数の対応するユ
ーザインターフェースコントロールを含み得る。各スマートデバイスまたはスマートデバ
イスのクラスのためのユーザインターフェースコントロールは、ユーザインターフェース
コントロールインデックス140内に記憶され得る。たとえば、スマートライトは、ユーザ
がライトをオンおよびオフにすることを可能にする、対応するユーザインターフェースコ
ントロールを有し得る。調光可能なライトは、調光不可能なライトとは異なるユーザイン
ターフェースコントロールを有し得る。たとえば、調光可能なライトのためのユーザイン
ターフェースは、ユーザがライトの強度を調整するために調整することができる、回転調
光器またはスライダーバーを含み得る。ユーザがカメラ111をトグルライトスイッチに向
け、オブジェクト認識器125が、カメラ111がトグルライトスイッチに向いていることを検
出する場合、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、ライトが、オンおよびオフ
にすることはできるが、調光することはできないライトであると決定することができる。
したがって、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、ユーザがライトをオンおよ
びオフにするが、ライトの強度を調整しないことを可能にする、ユーザインターフェース
コントロールを選択することができる。同様に、オブジェクト認識器125がライト調光器
を認識する場合、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、ユーザがライトの強度
を調整することを可能にする、ユーザインターフェースコントロールを選択することがで
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きる。
【００４８】
　仮想アシスタント制御デバイスなど、いくつかのスマートデバイスは、複数の異なるタ
スクを実施するか、または複数のアプリケーションを実行することができる。スマートデ
バイスコントロールセレクタ130は、スマートデバイスが現在動作中であるコンテキスト
に基づいて、これらのデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを選択する
ことができる。たとえば、オブジェクト認識器125がカメラ111のためのビューファインダ
ー内でスマートスピーカーを認識するとき、スマートスピーカーが音楽を再生中である場
合、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、音楽を制御するためのユーザインタ
ーフェースコントロール、たとえば、音量の調整、異なるソングの再生、早送りなどのた
めのコントロールを選択することができる。スマートスピーカーが現在、アプライアンス
(たとえば、オーブン)を制御中である場合、スマートデバイスコントロールセレクタ130
は、ユーザが(たとえば、オーブンの温度を変更するために)アプリケーションを制御する
ことを可能にする、ユーザインターフェースコントロールを選択することができる。
【００４９】
　いくつかの実装形態では、スマートスピーカーは、スマートスピーカーを動作させるた
めの対応するユーザインターフェースを有し得る。このユーザインターフェースは、グラ
フィカルディスプレイを装備してくるスマートスピーカーによって提示される、ユーザイ
ンターフェースに対応し得る。たとえば、いくつかのスマートスピーカーは、オプション
のディスプレイを含み得る。この例では、ユーザが、ディスプレイを有していないスマー
トスピーカーを有する場合、ディスプレイによって提示されることになるユーザインター
フェースに対応するユーザインターフェースは、ユーザがカメラ111をスマートスピーカ
ーに向けるとき、仮想アシスタントアプリケーション116によって提示され得る。
【００５０】
　仮想アシスタント制御デバイス(たとえば、スマートスピーカー)のためのユーザインタ
ーフェースは、ユーザのアカウントを用いて登録された各スマートデバイスのためのユー
ザインターフェースコントロールを含み得る。たとえば、仮想アシスタントアプリケーシ
ョンは、カメラ111のビューファインダーを表す画像データ123内の仮想アシスタント制御
デバイスの認識、およびモバイルデバイスが(以下で説明するように)仮想アシスタント制
御デバイスのしきい値距離内であるとの決定に応答して、仮想アシスタント制御デバイス
を制御するためのユーザインターフェースコントロールを選択および提示することができ
る。これらのユーザインターフェースコントロールは、ユーザが、ユーザのアカウントを
用いて登録されたスマートデバイスから選択することを可能にすることができる。たとえ
ば、ユーザが、スマートオーブンおよびスマートライトを制御するように、仮想アシスタ
ント制御デバイスを構成した場合、ユーザインターフェースコントロールは、ユーザがこ
れらのデバイスのいずれかを選択することを可能にすることができる。選択に応答して、
仮想アシスタントアプリケーション116は、選択されたデバイスを制御するためのユーザ
インターフェースコントロールを提示することができる。別の例では、仮想アシスタント
アプリケーション116は、ユーザがマスタパネルから各スマートデバイスを制御すること
を可能にする、すべて(または、少なくとも複数のスマートデバイス)のためのマスタパネ
ルを提示することができる。
【００５１】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、ユーザが、登録
されたスマートデバイスから選択すること、および、仮想アシスタント制御デバイスが画
像データ123内で認識されるときに提示されることになるスマートデバイスのためのユー
ザインターフェースコントロールを構成することを、可能にすることができる。たとえば
、仮想アシスタントアプリケーション116は、登録されたスマートデバイスのリストを提
示し、ユーザがリストから選択することを可能にすることができる。それに応答して、仮
想アシスタントアプリケーション116は、仮想アシスタント制御デバイスが画像データ123
内で認識されるたびに、選択されたスマートデバイスのためのユーザインターフェースコ
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ントロールを提示することができる。
【００５２】
　仮想アシスタントアプリケーション116はまた、画像データ123内の他のオブジェクトの
認識に応答して、ユーザがコンテンツまたはユーザインターフェースコントロールの提示
を引き起こすことを可能にすることもできる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーシ
ョン116は、ユーザが、特定のウォールまたは他のオブジェクトが画像データ123内で検出
されるときは常に、仮想アシスタントアプリケーション116のユーザインターフェース内
でARにおいてコンテンツ(たとえば、1つまたは複数のウェブページまたは他のリソースか
ら取得された気象情報、スポーツ情報、金融情報など)を提示する、ダッシュボードを構
成することを可能にすることができる。別の例では、ユーザは、特定のウォールまたは他
のオブジェクトが画像データ123内で検出されるときは常に、仮想アシスタントアプリケ
ーション116のユーザインターフェース内でARにおいて、ライブのウェブページまたはア
プリケーションを提示するように、仮想アシスタントアプリケーション116を構成するこ
とができる。ユーザは、カメラ111をウォールまたは特定のオブジェクトに向けること、
コンテンツを特定のオブジェクトに割り当てるために、アイコンまたは他のユーザインタ
ーフェースコントロールを選択すること、および次いで(たとえば、1つまたは複数のURL
を提供すること、ブックマークを選択することなどによって)コンテンツを選択すること
によって、これらの構成を行うことができる。
【００５３】
　いくつかの実装形態では、ユーザは、スマートデバイスの画像と組み合わせて、音声コ
マンドを使用して、仮想アシスタントアプリケーション116によって制御されることにな
るスマートデバイスを登録することができる。たとえば、ユーザは、カメラ111をスマー
トデバイスに向けて、音声コマンド(たとえば、これは自分のステレオです)を話すことが
できる。それに応答して、仮想アシスタントアプリケーション116は、スマートデバイス
の画像をスマートデバイスの名称(たとえば、ステレオ)に関連付けることができる。ユー
ザがカメラ111をスマートデバイスに向ける場合、仮想アシスタントアプリケーション116
は、スマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを識別し、ユーザが
コントロールを使用して、スマートデバイスを制御することを可能にすることができる。
【００５４】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、音声コマンドに
応答して、特定のロケーションのためのスマートデバイスのインスタンスを作成する。た
とえば、仮想アシスタントアプリケーション116はまた、音声コマンドの検出に応答して
、スマートデバイスのロケーションを識別し、ロケーションをスマートデバイスの画像お
よびスマートデバイスの名称に関連付けることもできる。スマートデバイスが(たとえば
、スマートデバイスのロケーションからしきい値距離よりも大きい)異なるロケーション
にあるとき、ユーザがカメラ111をスマートデバイス(または、その複製)に向ける場合、
仮想アシスタントアプリケーション116は、スマートデバイスのためのユーザインターフ
ェースコントロールを提示しないように決定することができる。モバイルデバイス110が
スマートデバイスの近く(たとえば、スマートデバイスのしきい値距離内)にあるとき、ユ
ーザがカメラ111をスマートデバイスに向ける場合、仮想アシスタントアプリケーション1
16は、スマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを提示することが
できる。
【００５５】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130はまた、たとえば、ストリームにおける、
ピクセルデータセットのシーケンスに基づいて、ユーザインターフェースコントロールを
選択することもできる。たとえば、ピクセルデータセット内で認識されたオブジェクトが
、短い時間期間(たとえば、2～5秒)の間に変化する場合、ユーザがモバイルデバイス110
をあちこちに動かしており、特定のスマートデバイスのためのコントロールを取得しよう
としていない可能性が高いことがある。しかしながら、同じスマートデバイスがピクセル
データセットのシーケンス内で認識される場合、ユーザが特定のスマートデバイスのため
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のコントロールを要求している可能性がより高い。
【００５６】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130はまた、たとえば、仮想アシスタント制御
デバイスに対する、モバイルデバイス110のロケーションに基づいて、ユーザインターフ
ェースコントロールを提示し、および/またはユーザインターフェースコントロールを選
択するかを決定することもできる。たとえば、画像がモバイルデバイス110によって提示
されているとき、モバイルデバイス110がユーザの仮想アシスタント制御デバイスの近く(
たとえば、しきい値距離内)にある場合、ユーザがビューファインダー内のスマートデバ
イスのためのコントロールを要求しており、特定のユーザインターフェースコントロール
が選択され得る可能性が高い。モバイルデバイスが、ユーザの仮想アシスタント制御デバ
イスから離れている(たとえば、しきい値距離よりも遠く離れている)場合、ビューファイ
ンダーが、ユーザに関連付けられたスマートデバイスを見ている可能性は低い。これはま
た、仮想アシスタントアプリケーション116が、他のユーザの仮想アシスタント制御デバ
イスを制御することが可能ではないことがあるので、その別のユーザの仮想アシスタント
制御デバイスが偶発的に画像内に取り込まれる状況において、仮想アシスタントアプリケ
ーション116によるユーザインターフェースコントロールの提示を防止する。この状況で
は、ユーザインターフェースコントロールの提示は、ユーザを失望させることがある。
【００５７】
　別の例では、ユーザが、たとえば、仮想アシスタント制御デバイスからリモートのロケ
ーションからスマートデバイスを制御することができるように、ユーザは、以前に取り込
まれた画像にアクセスし得る。この例では、スマートデバイスコントロールセレクタ130
は、画像が取り込まれたときのモバイルデバイス110のロケーションにアクセスすること
ができる。このロケーションは、たとえば、メタデータとして、画像とともに記憶され得
る。画像が取り込まれたときのモバイルデバイス110のロケーションが、仮想アシスタン
ト制御デバイスのロケーションのしきい値距離内である場合、スマートデバイスコントロ
ールセレクタ130は、モバイルデバイス110が画像内で認識されたスマートデバイスを制御
することができると決定し、スマートデバイスを制御するためのユーザインターフェース
コントロールを提示することができる。
【００５８】
　モバイルデバイス110が仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であるかを決
定するために、仮想アシスタントアプリケーション116は、モバイルデバイスのGPS受信機
から、モバイルデバイス110のためのロケーションデータを取得し、仮想アシスタント制
御デバイスから、仮想アシスタント管理システム160から、または仮想アシスタント制御
デバイスの初期構成からのいずれかで、仮想アシスタント制御デバイスのためのロケーシ
ョンデータを取得することができる。一例では、仮想アシスタント制御デバイスは、仮想
アシスタント管理システム160に、その現在のロケーションを指定するデータを周期的に
送ることができる。仮想アシスタントアプリケーション116は、モバイルデバイス110のロ
ケーションを仮想アシスタント制御デバイスのロケーションと比較して、モバイルデバイ
ス110が仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であるかを決定することができ
る。
【００５９】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130はまた、認識されたスマートデバイスに一
致するスマートデバイスが、ユーザのアカウント(たとえば、ユーザの仮想アシスタント
アカウント)を用いて登録されたかに基づいて、スマートデバイスのためのユーザインタ
ーフェースコントロールを提示するかを決定することもできる。このように、仮想アシス
タントアプリケーション116は、仮想アシスタントアプリケーション116が制御するように
セットアップされていないスマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロー
ルを提示しない。たとえば、ユーザは、仮想アシスタントアプリケーション116を使用し
て、ユーザの自宅におけるスマートスピーカーなど、仮想アシスタント制御デバイスによ
る制御のためのスマートデバイスを登録することができる。仮想アシスタントアプリケー
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ション116は、各登録されたスマートデバイスについてのデータをローカルに、たとえば
、コントロールインデックス140または別のインデックス内に記憶することができる。デ
ータは、デバイスの名称、デバイスのクラス、デバイスの能力、デバイスが、たとえば、
仮想アシスタント制御デバイスとデバイスとの間のワイヤレス接続を介して、どのように
制御されるか、および/または他の適切なデータを含み得る。いくつかの実装形態では、
デバイスのためのデータはまた、デバイスの画像、および/またはデバイスを制御するた
めの物理的コントロールの画像も含み得る。仮想アシスタントアプリケーション116はま
た、ユーザの仮想アシスタントアカウントを管理する仮想アシスタント管理システム160
に、データを提供することもできる。
【００６０】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130はまた、モバイルデバイス110のロケーショ
ン、たとえば、モバイルデバイス110の地理的ロケーションに基づいて、ユーザインター
フェースコントロールを選択することもできる。たとえば、モバイルデバイス110は、モ
バイルデバイス110の地理的ロケーションを決定するGPS受信機を含み、モバイルデバイス
110のロケーションを指定するロケーションデータ124を、仮想アシスタントアプリケーシ
ョン116に提供することができる。スマートデバイスコントロールセレクタ130は、地理的
ロケーションを使用して、モバイルデバイスが、ユーザの仮想アシスタント制御デバイス
が位置する、それらの自宅などの既知のロケーション、またはユーザが登録された仮想ア
シスタント制御デバイスを有する他のエリアにあるかを決定することができる。モバイル
デバイス110が、仮想アシスタント制御デバイスに関連付けられたホームネットワークな
ど、これらのロケーションのうちの1つ(または、そこからしきい値距離内)にあるとき、
スマートデバイスコントロールセレクタ130は、それらが各々同じネットワークに関連付
けられる場合、仮想アシスタント制御デバイスとともに、識別されたスマートデバイスを
登録することができる。
【００６１】
　スマートデバイスコントロールセレクタ130は、識別されたスマートデバイスまたは同
様のスマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを使用するユーザの
履歴に基づいて、識別されたスマートデバイスを制御するためのユーザインターフェース
コントロールを選択することができる。スマートデバイスコントロールセレクタ130はま
た、ユーザによって指定されたユーザインターフェースコントロールのための選好に基づ
いて、識別されたスマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを選択
することもできる。たとえば、ユーザは、特定の状況について、どのユーザインターフェ
ースコントロールをユーザが選好するかを選択することができる。具体的な例では、仮想
アシスタントアプリケーション116は、同じオブジェクトまたは同じオブジェクトのクラ
スのための様々なユーザインターフェースコントロールを生成することができる。ユーザ
は、様々なユーザインターフェースコントロールの間で選択することができ、仮想アシス
タントアプリケーション116は、ユーザのための選択を記憶することができる。
【００６２】
　いくつかの態様によれば、仮想アシスタントアプリケーション116は、本明細書で説明
するプロセスのうちの1つまたは複数を実施するために、ネットワーク150を介して、仮想
アシスタント管理システム160に、画像データ123および/またはロケーションデータ124を
送ることができる。たとえば、画像データ123およびロケーションデータ124を用いて、仮
想アシスタント管理システム160は、受信された画像データがスマートデバイスを示すか
を決定し、画像データ123が取り込まれたときのモバイルデバイス110のロケーションが、
ユーザのアカウントを用いて登録された仮想アシスタント制御デバイス(たとえば、スマ
ートスピーカー)のロケーションのしきい値距離内であると決定し、モバイルデバイス110
が仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であった場合に、スマートデバイスを
制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを選択することが
できる。仮想アシスタントアプリケーション116は、仮想アシスタント管理システム160に
、1つまたは複数のピクセルデータセットを送ることができる。ピクセルデータセットは
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、スマートデバイスコントロールを選択するために使用されたビューファインダーのため
のピクセルデータ、および/またはスマートデバイスコントロールが選択された後に取り
込まれたピクセルデータセットを含み得る。たとえば、仮想アシスタントアプリケーショ
ン116は、スマートデバイスコントロールを選択するために使用されたピクセルデータセ
ットを最初に送ることができる。ビューファインダーが、後に異なるスマートデバイスに
向いている場合、仮想アシスタントアプリケーション116は、仮想アシスタント管理シス
テム160に、異なるスマートデバイスのためのピクセルデータを送ることができる。
【００６３】
　仮想アシスタント管理システム160は、1つまたは複数のフロントエンドサーバ161と、1
つまたは複数のバックエンドサーバ162とを含む。フロントエンドサーバ161は、モバイル
デバイス110からデータを受信し、バックエンドサーバ162にデータを提供することができ
る。フロントエンドサーバ161はまた、データの受信に応答して、モバイルデバイス110に
コンテンツを送ることもできる。
【００６４】
　バックエンドサーバ162は、モバイルデバイス110から受信されたデータに基づいて、ユ
ーザインターフェースコントロールを選択し、モバイルデバイス110に提供する、スマー
トデバイスコントロール選択エンジン165を含む。本明細書で使用するエンジンという用
語は、タスクのセットを実施するデータ処理装置を指す。スマートデバイスコントロール
選択エンジン165は、複数のスマートデバイスおよび/またはスマートデバイスのクラスの
ためのユーザインターフェースコントロールを記憶する、スマートデバイスコントロール
記憶ユニット166(たとえば、1つまたは複数のハードドライブ、フラッシュメモリなど)か
ら、ユーザインターフェースコントロールを選択することができる。スマートデバイスコ
ントロール選択エンジン165は、仮想アシスタントアプリケーション116のオブジェクト認
識器125およびスマートデバイスコントロールセレクタ130と同じ動作、または同様の動作
を実施することができる。たとえば、スマートデバイスコントロールセレクタエンジン16
5は、画像データ123がスマートデバイス(または、スマートデバイスのための物理的コン
トロール)を含むかを決定することができる、オブジェクト認識モジュールを含み、そう
である場合、認識されたスマートデバイスのためのユーザインターフェースコントロール
を選択することができる。
【００６５】
　たとえば、モバイルデバイス110から受信された画像データ123が、仮想アシスタント制
御デバイス(たとえば、スマートスピーカー)の画像を表し、モバイルデバイス110から受
信されたオーディオが、音楽を表す場合、スマートデバイスコントロール選択エンジン16
5は、音声アシスタントデバイスによって表されたスマートデバイスコントロールを識別
し、その特定の音声アシスタントデバイスに関連するオーディオのためのスマートデバイ
スコントロール(たとえば、図2に示されるような、調整可能な音量トグル、送る、戻す、
タイトル、いいね/よくないねボタンなど)を選択することができる。モバイルデバイス11
0から受信された画像データ123が、ライトまたはライトコントローラ(たとえば、物理的
なライトスイッチ)の画像を表す場合、スマートデバイスコントロール選択エンジン165は
、ライトを制御するためのユーザインターフェースコントロール(たとえば、図3に示され
るような、仮想の調整可能な調光器トグル、ON/OFFボタンなど)を選択することができる
。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、スマートデバイスコントロール選択エンジン165がそのため
のユーザインターフェースコントロールを生成している特定のスマートデバイスが、仮想
アシスタント制御デバイスの登録されたユーザであるモバイルデバイス110のユーザのア
カウントに登録されていると決定され、ユーザインターフェースコントロールが、仮想ア
シスタント制御デバイスが制御することが可能である、音声によりアクティブ化されるコ
ントロールに関連付けられる。
【００６７】
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　バックエンドサーバ162はまた、ユーザのアカウントを管理するアカウント管理エンジ
ン167も含む。アカウント管理エンジン167は、アカウントを有する各ユーザについて、ユ
ーザの仮想アシスタント制御デバイス、および仮想アシスタント制御デバイスによって制
御されるために登録されているスマートデバイスを指定する、登録データ168を記憶する
ことができる。アカウント管理エンジン167は、各ユーザの仮想アシスタントアプリケー
ション116から、データを受信することができる。各スマートデバイスのための登録デー
タは、デバイスの名称、デバイスのクラス、デバイスの能力、デバイスが、たとえば、仮
想アシスタント制御デバイスとデバイスとの間のワイヤレス接続を介して、どのように制
御されるか、デバイスの画像、および/またはデバイスを制御するための物理的コントロ
ールの画像を含み得る。
【００６８】
　バックエンドサーバ162は、フロントエンドサーバ161に、スマートデバイスコントロー
ル選択エンジン165によって選択されたユーザインターフェースコントロールを提供する
ことができる。フロントエンドサーバ161は、次に、そこからスマートデバイスコントロ
ールを選択するために使用されたデータが受信されたモバイルデバイス110に、スマート
デバイスコントロールを提供することができる。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、バックエンドサーバ162は、モバイルデバイス110から受信さ
れたデータに応答して、登録ファイルを選択し、モバイルデバイス110に提供する、スマ
ートデバイス登録エンジンを含み得る。スマートデバイス登録エンジンは、複数のスマー
トデバイスのための登録ファイルを選択することができる。たとえば、スマートデバイス
コントロール選択エンジン165が、ピクセルデータ内で表されたスマートデバイスを識別
することができる場合、スマートデバイス登録エンジンは、登録ファイルが、モバイルデ
バイス110のユーザのアカウントを用いて、そのスマートデバイスに関連付けられるかを
決定することができる。たとえば、スマートデバイスのための相手先商標製造会社(OEM)
は、ユーザがそのホームネットワークを通して、デバイスを登録することを要求すること
ができる。いくつかの実施形態では、OEMは、ユーザの仮想アシスタント制御デバイスを
通して、スマートデバイスの関連付けおよび登録を行うことができるか、またはスマート
デバイスが、OEMによって管理されたネイティブアプリケーションもしくはウェブブラウ
ザによってアクセスされ得る。いくつかの態様では、仮想アシスタント管理システム160
は、OEMがユーザのホームネットワークを通してアクセスされることを可能にする、登録
ファイルを記憶することができる。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、仮想アシスタント管理システム160は、特定のスマートデバ
イスがモバイルデバイス110のユーザのアカウントに登録されているかを決定することに
よって、関連付けられた仮想アシスタント制御デバイスなしに、特定のモバイルデバイス
110が仮想アシスタントアプリケーション116を通して、スマートデバイスを制御すること
を可能にすることができる。いくつかの実装形態では、ユーザは、その特定のスマートデ
バイスにアクセスするために、登録ファイル内で許可を与えられる必要があり得る。たと
えば、ユーザは、仮想アシスタント制御デバイスを通して接続することなしに、OEMセッ
トアッププロセスを通して、スマートデバイスライトコントローラをセットアップし得る
。仮想アシスタントアプリケーション116は、スマートデバイス登録エンジンにアクセス
し、識別されたスマートデバイスに関連付けられた登録ファイルを取り出し、モバイルデ
バイス110のロケーションデータ124、および登録ファイル内のユーザに関連付けられたア
カウント情報に基づいて、スマートデバイスライトコントローラを制御することができる
。いくつかの実施形態では、仮想アシスタントアプリケーションは、モバイルデバイス上
で登録ファイルを記憶することができる。
【００７１】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、グラフィカルユーザインターフェースを生
成および提示する、ユーザインターフェース生成器135を含む。ユーザインターフェース



(22) JP 6915169 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

は、カメラ111のためのビューファインダー内に表された画像データ123内で認識されたス
マートデバイスを制御するためのユーザインターフェースコントロールを含み得る。上記
で説明したように、仮想アシスタントアプリケーション116のユーザインターフェースは
、カメラ111のためのビューファインダーを提示することができる。図1Bに示されるよう
に、スマートデバイスコントロールセレクタ130は、スマートデバイスを制御するための1
つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを選択した後、インターフェースコ
ントロール識別データ131を生成し、ユーザインターフェース生成器135に送る。インター
フェースコントロール識別データ131は、インターフェース生成器135が選択されたユーザ
インターフェースコントロールを提示するために使用することができる、選択されたユー
ザインターフェースコントロールのためのデータ(たとえば、異なるタイプのコントロー
ル、コントロールとして使用される異なるアイコン、異なるレイアウトなど)を含む。ユ
ーザインターフェース生成器135は、インターフェースコントロール識別データ131に少な
くとも部分的に基づいて、モバイルデバイス110のディスプレイにおいて、ユーザインタ
ーフェース136を生成、更新、および提示する。たとえば、ユーザインターフェース生成
器135は、(たとえば、カメラ111のビューファインダー内で)ライブ画像上に、選択された
ユーザインターフェースコントロールを提示することができる。
【００７２】
　ユーザインターフェース生成器135は、ユーザインターフェースを定義する提示データ1
38を生成し、モバイルデバイス110のディスプレイに提示データ138を出力することができ
る。提示データ138は、ユーザインターフェース136内の特定のロケーションにおいてユー
ザインターフェースコントロールを提示することを、ディスプレイに行わせるデータを含
み得る。たとえば、提示データ138は、ユーザインターフェースコントロールがユーザイ
ンターフェース136内で提示されることになるロケーションを(たとえば、ピクセル座標を
使用して)指定することができる。ユーザインターフェースコントロールのロケーション
は、認識されたスマートデバイスの近くで、たとえば、ビューファインダー内で認識され
たスマートデバイスの下に、またはそれに隣接して提示され得る。別の例では、ユーザイ
ンターフェースコントロールは、ビューファインダーの下に、またはそれに隣接して提示
され得る。
【００７３】
　次いで、ユーザは、スマートデバイスを制御するために、ユーザインターフェースコン
トロールと対話することができる。いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケ
ーション116は、ユーザ対話を検出し、ユーザの仮想アシスタント制御デバイスに、ユー
ザ対話を指定するデータを提供する。たとえば、モバイルデバイス110は、ワイヤレスネ
ットワークを介して、仮想アシスタント制御デバイスにデータを送信することができる。
次いで、仮想アシスタント制御デバイスは、ワイヤレスネットワークを介して、デバイス
を制御することができる。別の例では、仮想アシスタント制御デバイスは、仮想アシスタ
ント管理システム160に制御データを送ることができ、仮想アシスタント管理システム160
は、次に、たとえば、ネットワーク150を介して、スマートデバイスに制御データを送る
ことによって、制御データに基づいて、スマートデバイスを制御する。
【００７４】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、たとえば、仮想
アシスタント制御デバイスにデータを送ることなしに、ネットワーク150を介して、仮想
アシスタント管理システム160に制御データを送る。次いで、仮想アシスタント管理シス
テム160は、上記で説明したように、スマートデバイスに制御データを送ることができる
。
【００７５】
　いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、複数のユーザが
互いに通信すること、および識別されたオブジェクト上での通信目的のために、メッセー
ジまたは他のコンテンツ媒体を残すことを可能にすることができる。たとえば、同じホー
ムネットワーク(または、同じ仮想アシスタントアカウント)のユーザは、冷蔵庫などの識
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別されたオブジェクトを登録し、別のユーザまたは複数のユーザが仮想アシスタントアプ
リケーション116を使用してアクセスし、ビューファインダー内で見るための、(たとえば
、拡張現実技法を使用する)仮想メモを置くことができる。いくつかの実施形態では、ユ
ーザは、仮想メモへのアクセスを有するための特定のユーザを指定することができるか、
またはユーザは、ホームネットワーク上の誰もが仮想メモを見ることを可能にすることが
できる。
【００７６】
　図2は、受信された画像データに基づいて、識別されたスマートデバイスを制御するた
めの1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示する、モバイルデバイ
スの例示的なスクリーンショット210および220のシーケンスを示す。第1のスクリーンシ
ョット210は、モバイルデバイスの例示的なユーザインターフェース212を示す。この例で
は、ユーザは、ユーザインターフェース212内で提示されるカメラのビューファインダー
を通して、音声アシスタントデバイス215(たとえば、スマートスピーカー)を見ており、
音声アシスタントデバイス215は、音楽を再生中である。ユーザインターフェース212は、
仮想アシスタントアプリケーション、たとえば、図1の仮想アシスタントアプリケーショ
ン116によって生成および提示され得る。
【００７７】
　第2のスクリーンショット220は、仮想アシスタントアプリケーション116のためのユー
ザインターフェース222を提示する。この例では、ユーザインターフェース222は、ユーザ
インターフェース222の現在のビュー上にオーバーレイされたユーザインターフェースコ
ントロール224を提示する。具体的には、ユーザインターフェースコントロール224は、こ
の例では、音声アシスタントデバイス215である、識別されたオブジェクトの周囲にウィ
ンドウを提示する。仮想アシスタントアプリケーション116は、ビューファインダーを表
す画像データから、音声アシスタントデバイス215を識別することができる。上記で説明
したように、仮想アシスタントアプリケーション116はまた、モバイルデバイスのロケー
ションが、ユーザの音声アシスタントデバイスのロケーションのしきい値距離内であるか
に基づいて、音声アシスタントデバイスのためのユーザインターフェースコントロールを
提示するかを決定することもできる。
【００７８】
　ユーザインターフェースコントロール224内に、音楽のオーディオを制御するためのい
くつかの例示的なスマートデバイスコントロールがある。具体的には、音量トグルバー22
6が、音声アシスタントデバイス215の音量レベルを制御するために示されている。さらに
、音楽制御ボタン228が、ユーザに提示され得るいくつかの異なるオプションとともに示
されており、限定はしないが、一時停止/再生ボタン、いいねおよびよくないねボタン、
前のソングボタン、次のソングボタン、ならびに現在再生されているオーディオ内の特定
のポイントに移動するためのプレースホルダートグルバーを含む。音楽制御ボタン228の
オプションは、音声アシスタントデバイス215によって使用されている特定の音楽アプリ
ケーションに依存し得る。いくつかの態様では、利用可能なボタンは、すべての音楽再生
アプリケーションに汎用的であり得る。いくつかの態様では、ボタンは、特定の音楽再生
アプリケーションに合わせてカスタマイズされてよく、仮想アシスタント管理システム16
0によって更新され得る。
【００７９】
　仮想アシスタントアプリケーション116は、音声アシスタントデバイス215のコンテキス
トに基づいて、音楽コントロールを選択することができる。たとえば、仮想アシスタント
アプリケーション116は、音声アシスタントデバイス215と通信し、現在の動作モード、音
声アシスタントデバイス215によって実施されている現在のタスク、または音声アシスタ
ントデバイス215によって現在使用中のアプリケーション(たとえば、音楽アプリケーショ
ン)を要求することができる。音声アシスタントデバイス215は、仮想アシスタントアプリ
ケーション116に、現在の動作モード、または実施されている現在のタスクを指定するデ
ータを提供することができ、次に、仮想アシスタントアプリケーション116は、ユーザが
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現在の動作モードまたは現在のタスクを制御することを可能にする、ユーザインターフェ
ースコントロールを選択することができる。この例では、音声アシスタントデバイス215
は、音楽を再生中であり、仮想アシスタントアプリケーション116は、音声アシスタント
デバイス215が音楽を再生中であることを指定するデータの受信に応答して、音楽コント
ロールを選択した。いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は
、検出されたオーディオに基づいて、音声アシスタントデバイス215が音楽を再生中であ
ると決定することができる。
【００８０】
　ユーザが、音楽制御ボタン228と対話(たとえば、音楽制御ボタン228を選択)する場合、
仮想アシスタントアプリケーション116は、音声アシスタントデバイス215と通信して、音
楽再生アプリケーションを制御することができる。いくつかの態様によれば、ユーザが、
ビューファインダーを音声アシスタントデバイス215から離れるように移動させる場合、
仮想アシスタントアプリケーション116は、ユーザインターフェース222からユーザインタ
ーフェースコントロール224を除去することになり、その理由は、もはや画像データ内で
スマートデバイス、具体的には、音声アシスタントデバイス215を検出しないからである
。いくつかの態様では、仮想アシスタントアプリケーション116は、ユーザインターフェ
ース222内の音声アシスタントデバイス215の画像をフリーズさせることができる。たとえ
ば、仮想アシスタントアプリケーション116は、それと対話すると、仮想アシスタントア
プリケーション116が画像をフリーズさせることを引き起こす、ロック画面またはロック
画像ボタンをユーザに提示することができる。この例では、ユーザは、カメラをスマート
デバイスに直接向ける必要なしに、モバイルデバイス110を移動させることができるが、
ユーザインターフェースコントロール224を使用して、スマートデバイスを制御し続ける
ことができる。いくつかの実装形態では、仮想アシスタントアプリケーション116は、コ
ントロールのうちの1つとのユーザ対話に応答して、画像をフリーズさせることができ、
その理由は、これが、ユーザが音声アシスタントデバイス215を制御するために、それら
のコントロールを使用することを望むことを示すからである。
【００８１】
　いくつかの態様では、ユーザインターフェースコントロール224は、コンテンツ、また
は仮想アシスタントアプリケーション116がコンテンツを識別することを試行中であるこ
とを示すアニメーションを提示することができる。たとえば、ユーザインターフェース22
2は、仮想アシスタントアプリケーションがユーザに提示するためのスマートデバイスコ
ントロールを識別中であることをシグナリングする、ループ状のアニメーションになるス
ロバー(throbber)アニメーション、または別のアニメーションを提示することができる。
【００８２】
　図3は、受信された画像データに基づいて、識別されたスマートデバイスを制御するた
めの1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを提示する、モバイルデバイ
スの例示的なスクリーンショット310、320、および330の別のシーケンスを示す。第1のス
クリーンショット310は、モバイルデバイスの例示的なインターフェース312を示す。この
例では、ユーザは、ビューファインダーを通して、スマートデバイスのための物理的コン
トロール315を見ている。この例では、スマートデバイスはスマートライトであり、物理
的コントロール315はライトスイッチである。
【００８３】
　第2のスクリーンショット320および第3のスクリーンショット330は、仮想アシスタント
アプリケーション116のために、それぞれユーザインターフェース322および332を提示す
る。これらの例では、ユーザインターフェース322および332は、ユーザインターフェース
322の現在のビュー上にオーバーレイされたユーザインターフェースコントロール324を提
示する。具体的には、ユーザインターフェースコントロール324は、スマートライトのた
めの物理的コントロール315の下にウィンドウを提示する。仮想アシスタントアプリケー
ション116は、モバイルデバイスのカメラのためのビューファインダーを表す画像データ
から、物理的コントロール315を識別した。図示のように、ユーザインターフェースコン
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トロール324内に、スマートデバイスの照明を制御するための3つの例示的なスマートデバ
イスコントロールがある。図示のように、スクリーンショット320は、以前にユーザによ
って「ON」として最初に選択されているような照明コントロールとともに、スマートデバ
イスを示す(または、スマートライトの現在の状態を表す)。いくつかの例では、ユーザは
、ライトコントロールをオンにするために、「ON」トグルボタン325を選択することがで
きる。スクリーンショット330に示されるように、モバイルデバイスのユーザが、ライト
をオフにするために、仮想アシスタントアプリケーション116を使用することを選ぶ場合
、ユーザは、「OFF」トグルボタン334を選択する。さらに、調光トグルバー326が、スマ
ートライトの調光レベルを制御するために示されている。
【００８４】
　これらの例では、スマートデバイスは、ユーザのアカウントを用いて登録されており、
図2における音声アシスタントデバイス215など、仮想アシスタント制御デバイスと通信す
ることができ、仮想アシスタント制御デバイスによって制御され得る。仮想アシスタント
アプリケーション116は、ユーザのモバイルデバイスのカメラから、画像データを受信し
、受信された画像データがスマートデバイスを示すと決定することになる。次に、仮想ア
シスタントアプリケーション116は、画像データが取り込まれたときのモバイルデバイス
のロケーションが、図2における音声アシスタントデバイス215など、仮想アシスタント制
御デバイスのロケーションのしきい値距離内であると決定することができる。さらに、仮
想アシスタントアプリケーション116は、スマートデバイスを制御するための1つまたは複
数のユーザインターフェースコントロールを識別し、スマートデバイスを制御するための
1つまたは複数のユーザインターフェースコントロール(すなわち、インターフェースコン
トロール324)を提示することができる。
【００８５】
　いくつかの態様によれば、利用可能なボタンは、すべての照明制御スマートデバイスに
汎用的であり得る。いくつかの態様では、ボタンは、特定の照明制御スマートデバイスに
合わせてカスタマイズされてよく、仮想アシスタント管理システム160によって更新され
得る。
【００８６】
　いくつかの態様によれば、他のスマートデバイスコントロールが利用可能である(たと
えば、第2のライトコントローラなど、第2のスマートデバイスが画像データ内にある)場
合、ユーザインターフェース322は、ユーザが他のスマートデバイスコントロールを選択
することを可能にする、ユーザインターフェースコントロールを含み得る。
【００８７】
　いくつかの態様によれば、画像データ内のスマートデバイスは、コンロまたは電子レン
ジなど、アプライアンスのタイマーまたは時計である。この例では、仮想アシスタントア
プリケーション116は、タイマーを設定するためのユーザインターフェースコントロール
を提示するか、または迅速にスマートデバイスの時計の時間を変更するため、もしくはア
ラームを設定するための容易なコントロールを提供することができる。
【００８８】
　いくつかの態様によれば、画像データ内のスマートデバイスは、ディスプレイデバイス
上に提示されるか、または背景上に投影される、デジタルダッシュボードアプリケーショ
ンである。たとえば、スマートデバイスは、リビングルームの壁において、仮想ダッシュ
ボード(たとえば、気象、ニュース、スポーツ、金融など)を提示する、プロジェクタを使
用することができる。モバイルデバイスは、ダッシュボードの画像データを獲得し、仮想
アシスタントアプリケーション116にデータを提供することになり、仮想アシスタントア
プリケーション116は、次いで、ダッシュボードを更新または変更するためのインターフ
ェースコントロールを提供することができる。
【００８９】
　図4は、仮想アシスタントアプリケーションを使用して、スマートデバイスを識別し、
識別されたスマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェース
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コントロールを提示するための、例示的なプロセス400のフロー図である。プロセス400の
動作は、たとえば、図1Aおよび図1Bのモバイルデバイス110など、1つまたは複数のデータ
処理装置によって実施され得る。プロセス400の動作はまた、非一時的コンピュータ可読
媒体上に記憶された命令としても実装され得る。命令の実行によって、1つまたは複数の
データ処理装置にプロセス400の動作を実施させる。
【００９０】
　ユーザのモバイルデバイスのカメラからの画像データが受信される(402)。本明細書で
説明するように、仮想アシスタントアプリケーション116のオブジェクト認識器125は、モ
バイルデバイスのカメラのビューファインダーのためのピクセルデータ(たとえば、図1B
に示されるような画像データ123)を受信することができる。画像データは、単一の画像、
またはストリーミングライブビデオなどの連続した画像であり得る。
【００９１】
　画像データが、モバイルデバイスのカメラから受信された後、受信された画像データが
スマートデバイスまたはスマートデバイスのための物理的コントロールを示すかについて
の決定が行われる(404)。スマートデバイスは、仮想アシスタント制御デバイス(たとえば
、音声アシスタントデバイス)、または別のタイプのスマートデバイスであり得る。たと
えば、スマートデバイスは、たとえば、ユーザの仮想アシスタントアカウントを用いてス
マートデバイスを登録すること、またはさもなければ、スマートデバイスを制御するよう
に仮想アシスタント制御デバイスを構成することによって、仮想アシスタント制御デバイ
スによって制御されることが可能であるスマートデバイスであり得る。上記で説明したよ
うに、モバイルデバイス上の仮想アシスタントアプリケーションは、スマートデバイスま
たはスマートデバイスのための物理的コントロールが画像データ内に示されているかの決
定を行うことができる。いくつかの態様では、画像データは、リモートシステム、たとえ
ば、仮想アシスタント管理システムによって解析され得、結果がモバイルデバイスに返送
され得る。
【００９２】
　いくつかの態様によれば、スマートデバイスが画像データ内に示されていると決定され
る場合、画像がモバイルデバイスにおいて提示されるときのモバイルデバイスが、ユーザ
のアカウントを用いて登録された仮想アシスタント制御デバイスを制御することが可能で
あるかについての決定が行われる。たとえば、決定は、画像が提示されるときのモバイル
デバイスが、仮想アシスタント制御デバイスのしきい値距離内であるかに基づき得る。上
記で説明したように、モバイルデバイスは、仮想アシスタントアプリケーションにロケー
ションデータを送ることができ、仮想アシスタントアプリケーションは、次いで、仮想ア
シスタント制御デバイス(たとえば、音声アシスタントデバイス)が極めて近接しているか
、またはモバイルデバイスのロケーションのあらかじめ決定された距離内であるかを決定
することができる。たとえば、仮想アシスタントアプリケーションは、モバイルデバイス
のロケーションを、仮想アシスタント制御デバイスのロケーションと比較することができ
る。仮想アシスタント制御デバイスのロケーションは、(たとえば、仮想アシスタント制
御デバイスが最初に登録されるときに決定された)指定されたロケーションであり得る。
別の例では、仮想アシスタント制御デバイスは、(たとえば、仮想アシスタント制御デバ
イス上にインストールされているか、または仮想アシスタント制御デバイス内のGPS受信
機を使用して)その現在のロケーションを識別するデータを、モバイルデバイスに、また
は(そこから仮想アシスタントアプリケーションがロケーションデータを取得することが
できる)仮想アシスタント管理システムに送信することができる。ロケーションデータの
作成、およびスマートデバイスがユーザの仮想アシスタント制御デバイスのある距離内で
あるかの決定は、リモートシステム、たとえば、仮想アシスタント管理システムによって
行うことができ、決定がモバイルデバイスに返送される。
【００９３】
　いくつかの態様によれば、受信された画像が、ユーザのアカウントを用いて登録された
スマートデバイスを示すと決定することは、画像データがユーザの仮想アシスタント制御
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デバイスの画像を示すと決定することを含む。いくつかの態様によれば、仮想アシスタン
ト制御デバイスは、ユーザから音声コマンドを受信する仮想アシスタントスマートスピー
カーデバイスを備え、仮想アシスタントスマートスピーカーデバイスのスピーカーを使用
して、ユーザに情報を提供する。
【００９４】
　いくつかの態様によれば、受信された画像が、ユーザのアカウントを用いて登録された
スマートデバイスを示すと決定することは、画像が、ユーザの仮想アシスタント制御デバ
イスによって制御されるスマートデバイスを示すと決定することを含む。たとえば、仮想
アシスタントアプリケーションは、音声アシスタントデバイスと通信して、音声アシスタ
ントデバイスが何のスマートデバイスとともにペアにされたかなど、音声アシスタントデ
バイスが何のスマートデバイスに対する制御を有するかを決定することができる。
【００９５】
　いくつかの態様によれば、受信された画像が、ユーザのアカウントを用いて登録された
スマートデバイスを示すと決定することは、ユーザの仮想アシスタントアカウントを用い
て登録されたスマートデバイス、たとえば、ユーザがそれに対して制御するように仮想ア
シスタント制御デバイスを構成したスマートデバイスを指定するデータを取得することを
含む。画像内で識別されたスマートデバイス(または、物理的コントロール)が、登録され
たスマートデバイス(または、登録されたスマートデバイスのための物理的コントロール)
に一致する場合、仮想アシスタントアプリケーションは、ユーザがモバイルデバイスのカ
メラを登録されたスマートデバイスに向けていると決定することができる。
【００９６】
　スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロ
ールが、画像がスマートデバイスまたはスマートデバイスのための物理的コントロールの
うちの少なくとも1つを示すとの決定に応答して、識別される(406)。上記で説明したよう
に、画像データが取り込まれたときのモバイルデバイスのロケーションが、ユーザのアカ
ウントを用いて登録された仮想アシスタント制御デバイスのロケーションのある距離内で
あると、スマートデバイスコントロールセレクタが決定した後、スマートデバイスコント
ロールセレクタは、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインター
フェースコントロールを識別し、インターフェースコントロール識別データを生成する。
インターフェースコントロール識別データは、識別されたスマートデバイスを制御するこ
とができる、いくつかのコントロールを指定するデータを含む。ユーザインターフェース
コントロールは、リモートシステム、たとえば、仮想アシスタント管理システムによって
選択され、モバイルデバイスに送られ得る。
【００９７】
　いくつかの態様によれば、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザ
インターフェースコントロールを識別することは、仮想アシスタント制御デバイスが現在
実施中であるタスクまたはサービスを決定すること、および、その特定のタスクまたはサ
ービスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールを選択す
ることを含む。たとえば、仮想アシスタント制御デバイスがスマートスピーカーであり、
スマートスピーカーがアプライアンスを制御中である場合、アプライアンスを制御するた
めのコントロールが選択され得る。
【００９８】
　スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザインターフェースコントロ
ールが生成され、モバイルデバイスのユーザに提示される(408)。上記で説明したように
、インターフェースコントロール識別データがインターフェース生成器によって受信され
、インターフェースコントロール識別データによって、対象のスマートデバイスに属する
と指定された各ユーザインターフェースコントロールについて、インターフェース生成器
は、モバイルデバイス上のユーザインターフェース上に重ね合わせられたユーザインター
フェースコントロールを提示する提示データを生成する。いくつかの態様では、連続した
ビデオ(たとえば、ライブ映像)の場合、ユーザインターフェースコントロールは、スマー
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トデバイスが画像データ内で識別される間のみ、ユーザインターフェース上に重ね合わせ
られる。ユーザインターフェースコントロールは、リモートシステム、たとえば、仮想ア
シスタント管理システムによって選択され、表示のために、提示データとしてモバイルデ
バイスに送られ得る。
【００９９】
　1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールのうちの少なくとも1つとのユー
ザ対話が、モバイルデバイスのディスプレイにおいて検出される(410)。たとえば、仮想
アシスタントアプリケーションは、対話を検出し、対話に基づいて、実施するための対応
するアクションを決定することができる。
【０１００】
　検出された、1つまたは複数のユーザインターフェースコントロールのうちの少なくと
も1つとのユーザ対話に基づいて、スマートデバイスが制御される(412)。上記で説明した
ように、ユーザがインターフェースコントロールと対話する場合、ユーザは、ユーザ対話
に基づいて、特定のスマートデバイスを制御することが可能である。たとえば、音楽アプ
リケーションが、スマートスピーカー上で稼働中である場合、ユーザは、モバイルデバイ
スのディスプレイ上でユーザに提示されたインターフェースコントロールと対話すること
によって、アプリケーションの制御(たとえば、音量レベル、次のトラックにスキップな
ど)を行うことができる。
【０１０１】
　モバイルデバイスは、たとえば、ワイヤレスネットワークを介して、スマートデバイス
に制御データを送ることによって、スマートデバイスを直接的に制御することができる。
スマートデバイスが、仮想アシスタント制御デバイスによって制御される場合、モバイル
デバイスは、仮想アシスタント制御デバイスに制御データを送ることができる。次に、仮
想アシスタント制御デバイスは、スマートデバイスを制御することができる。
【０１０２】
　いくつかの態様では、スマートデバイスを制御するための1つまたは複数のユーザイン
ターフェースコントロールを提示することは、モバイルデバイスのカメラのビューファイ
ンダーの視野上に、拡張現実において1つまたは複数のユーザインターフェースコントロ
ールを重ね合わせることを含む。たとえば、図2に示されるように、音楽制御ボタン228お
よび音量トグルバー226は、ユーザが音声アシスタントデバイス215の音楽再生アプリケー
ションを制御するために選択することができる、モバイルデバイスのカメラのビューファ
インダー上に拡張現実において示されたユーザインターフェースコントロールである。
【０１０３】
　いくつかの態様では、連続したビデオ(たとえば、ライブ映像)の場合、ユーザインター
フェースコントロールは、スマートデバイスが画像データ内で識別される間のみ、ユーザ
インターフェース上に重ね合わせられる。いくつかの態様では、モバイルデバイスがスマ
ートデバイスを制御するために、スマートデバイスの画像データを連続して獲得する必要
がなくなるように、スマートデバイスの静止フレームショットが取り込まれ、スマートデ
バイスを制御するために使用され得る。たとえば、ユーザは、音声アシスタントデバイス
のスナップショットを撮り、次いで、音声アシスタントデバイスから離れるように移動し
、仮想アシスタントアプリケーションを稼働させて、音声アシスタントデバイスを制御す
るためのユーザインターフェースコントロールを生成することを望むことがある。
【０１０４】
　図5は、上記で説明した動作を実施するために使用され得る、例示的なコンピュータシ
ステム500のブロック図である。システム500は、プロセッサ510と、メモリ520と、記憶デ
バイス530と、入出力デバイス540とを含む。構成要素510、520、530、および540の各々は
、たとえば、システムバス550を使用して相互接続され得る。プロセッサ510は、システム
500内で実行するための命令を処理することが可能である。一実装形態では、プロセッサ5
10は、シングルスレッドプロセッサである。別の実装形態では、プロセッサ510は、マル
チスレッドプロセッサである。プロセッサ510は、メモリ520内または記憶デバイス530上
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で記憶された命令を処理することが可能である。
【０１０５】
　メモリ520は、システム500内の情報を記憶する。一実装形態では、メモリ520は、コン
ピュータ可読媒体である。一実装形態では、メモリ520は、揮発性メモリユニットである
。別の実装形態では、メモリ520は、不揮発性メモリユニットである。
【０１０６】
　記憶デバイス530は、システム500のための大容量記憶を提供することが可能である。一
実装形態では、記憶デバイス530は、コンピュータ可読媒体である。様々な異なる実装形
態では、記憶デバイス530は、たとえば、ハードディスクデバイス、光ディスクデバイス
、複数のコンピューティングデバイスによってネットワークを介して共有される記憶デバ
イス(たとえば、クラウド記憶デバイス)、または何らかの他の大容量記憶デバイスを含み
得る。
【０１０７】
　入出力デバイス540は、システム500のための入出力動作を提供する。一実装形態では、
入出力デバイス540は、ネットワークインターフェースデバイス、たとえば、イーサネッ
トカード、シリアル通信デバイス、たとえば、RS-232ポート、および/またはワイヤレス
インターフェースデバイス、たとえば、802.11カードのうちの1つまたは複数を含み得る
。別の実装形態では、入出力デバイスは、入力データを受信し、他の入出力デバイス、た
とえば、キーボード、プリンタ、およびディスプレイデバイス560に出力データを送るよ
うに構成された、ドライバデバイスを含み得る。しかしながら、モバイルコンピューティ
ングデバイス、モバイル通信デバイス、セットトップボックステレビクライアントデバイ
スなど、他の実装形態もまた使用され得る。
【０１０８】
　例示的な処理システムについて、図5において説明したが、本明細書で説明する主題お
よび機能的動作の実装形態は、本明細書で開示する構造およびそれらの構造的等価物を含
む、他のタイプのデジタル電子回路において、またはコンピュータソフトウェア、ファー
ムウェア、もしくはハードウェアにおいて、あるいはそれらのうちの1つまたは複数の組
合せにおいて実装され得る。
【０１０９】
　本明細書で説明する主題および機能的動作の実施形態は、本明細書で開示する構造およ
びそれらの構造的等価物を含む、デジタル電子回路において、有形に具現化されたコンピ
ュータソフトウェアまたはファームウェアにおいて、コンピュータハードウェアにおいて
、あるいはそれらのうちの1つまたは複数の組合せにおいて実装され得る。本明細書で説
明する主題の実施形態は、1つまたは複数のコンピュータプログラム、すなわち、データ
処理装置による実行のために、またはデータ処理装置の動作を制御するために、有形の非
一時的プログラムキャリア上に符号化されたコンピュータプログラム命令の1つまたは複
数のモジュールとして実装され得る。代替的にまたは追加として、プログラム命令は、デ
ータ処理装置による実行のために、好適な受信機装置への送信のために情報を符号化する
ために生成される、人工的に生成された伝搬信号、たとえば、マシンにより生成された電
気信号、光信号、または電磁信号上で符号化され得る。コンピュータ記憶媒体は、マシン
可読記憶デバイス、マシン可読記憶基板、ランダムもしくは順次アクセスメモリデバイス
、またはそれらのうちの1つもしくは複数の組合せであり得る。
【０１１０】
　「データ処理装置」という用語は、例として、プログラマブルプロセッサ、コンピュー
タ、または複数のプロセッサもしくはコンピュータを含む、データを処理するためのすべ
ての種類の装置、デバイス、およびマシンを包含する。装置は、専用論理回路、たとえば
、FPGA(フィールドプログラマブルゲートアレイ)、またはASIC(特定用途向け集積回路)を
含み得る。装置はまた、ハードウェアに加えて、問題のコンピュータプログラムのための
実行環境を作成するコード、たとえば、プロセッサファームウェア、プロトコルスタック
、データベース管理システム、オペレーティングシステム、またはそれらのうちの1つも
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しくは複数の組合せを構成するコードも含み得る。
【０１１１】
　コンピュータプログラム(プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、モジュール、ソフトウェアモジュール、スクリプト、またはコードと呼ばれるか、また
はそのように記述されることもある)は、コンパイラ型言語もしくはインタープリタ型言
語、または宣言型言語もしくは手続き型言語を含む、任意の形式のプログラミング言語に
おいて記述され得、スタンドアロンプログラムとして、またはモジュール、構成要素、サ
ブルーチン、もしくはコンピューティング環境において使用するのに好適な他のユニット
としてを含む、任意の形態において展開され得る。コンピュータプログラムは、ファイル
システム内のファイルに対応し得るが、そうである必要はない。プログラムは、他のプロ
グラムもしくはデータを保持するファイルの一部分、たとえば、マークアップ言語ドキュ
メント中に記憶された1つもしくは複数のスクリプトにおいて、問題のプログラム専用の
単一のファイルにおいて、または複数の協調されたファイル、たとえば、1つもしくは複
数のモジュール、サブプログラム、もしくはコードの部分を記憶するファイルにおいて記
憶され得る。コンピュータプログラムは、1つのコンピュータ上、または、1つのサイトに
位置するか、もしくは複数のサイトにわたって分散され、通信ネットワークによって相互
接続される、複数のコンピュータ上で実行されるように展開され得る。
【０１１２】
　本明細書で説明するプロセスおよび論理フローは、入力データにおいて動作すること、
および出力を生成することによって、機能を実施するために、1つまたは複数のプログラ
マブルコンピュータが1つまたは複数のコンピュータプログラムを実行することによって
実施され得る。プロセスおよび論理フローはまた、専用論理回路、たとえば、FPGA(フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ)、ASIC(特定用途向け集積回路)、またはGPGPU(汎用
グラフィックス処理ユニット)によって実施され得、装置もまた専用論理回路として実装
され得る。
【０１１３】
　コンピュータプログラムの実行に好適なコンピュータは、汎用もしくは専用のマイクロ
プロセッサ、または両方、あるいは任意の他の種類の中央処理ユニットを含み、例として
、それらに基づき得る。一般に、中央処理ユニットは、読取り専用メモリまたはランダム
アクセスメモリまたは両方から、命令およびデータを受信することになる。コンピュータ
の本質的な要素は、命令を実施または実行するための中央処理ユニットと、命令およびデ
ータを記憶するための1つまたは複数のメモリデバイスとである。一般に、コンピュータ
はまた、データを記憶するための1つまたは複数の大容量記憶デバイス、たとえば、磁気
ディスク、光磁気ディスク、または光ディスクを含むか、あるいはそれからデータを受信
するため、またはそれにデータを転送するため、またはその両方のために動作可能に結合
されることになる。ただし、コンピュータは、そのようなデバイスを有する必要はない。
その上、コンピュータは、別のデバイス、たとえば、ほんのいくつかの例を挙げれば、モ
バイル電話、携帯情報端末(PDA)、モバイルオーディオもしくはビデオプレーヤ、ゲーム
コンソール、全地球測位システム(GPS)受信機、またはポータブル記憶デバイス、たとえ
ば、ユニバーサルシリアルバス(USB)フラッシュドライブに埋め込まれ得る。
【０１１４】
　コンピュータプログラム命令およびデータを記憶するのに好適なコンピュータ可読媒体
には、例として、半導体メモリデバイス、たとえば、EPROM、EEPROM、およびフラッシュ
メモリデバイス、磁気ディスク、たとえば、内蔵ハードディスクまたはリムーバブルディ
スク、光磁気ディスク、ならびにCD ROMおよびDVD-ROMディスクを含む、すべての形態の
不揮発性メモリ、媒体、およびメモリデバイスが含まれる。プロセッサおよびメモリは、
専用論理回路によって補助されるか、または専用論理回路に組み込まれ得る。
【０１１５】
　ユーザとの対話を提供するために、本明細書で説明する主題の実施形態は、ユーザに情
報を表示するためのディスプレイデバイス、たとえば、CRT(陰極線管)またはLCD(液晶デ
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ィスプレイ)モニタと、それによってユーザがコンピュータに入力を与えることができる
キーボードおよびポインティングデバイス、たとえば、マウスまたはトラックボールとを
有する、コンピュータ上で実装され得る。他の種類のデバイスが、ユーザとの対話を提供
するために同様に使用され得、たとえば、ユーザに与えられるフィードバックは、任意の
形態の感覚フィードバック、たとえば、視覚フィードバック、聴覚フィードバック、また
は触覚フィードバックであり得、ユーザからの入力は、音響入力、スピーチ入力、または
触覚入力を含む、任意の形態で受信され得る。追加として、コンピュータは、ユーザによ
って使用されるデバイスにドキュメントを送ること、およびそのデバイスからドキュメン
トを受信することによって、たとえば、ユーザのクライアントデバイス上のウェブブラウ
ザから受信された要求に応答して、ウェブブラウザにウェブページを送ることによって、
ユーザと対話することができる。
【０１１６】
　本明細書で説明する主題の実施形態は、バックエンド構成要素を、たとえば、データサ
ーバとして含むか、あるいは、ミドルウェア構成要素、たとえば、アプリケーションサー
バを含むか、あるいは、フロントエンド構成要素、たとえば、それを通してユーザが、本
明細書で説明する主題の一実装形態と対話することができる、グラフィカルユーザインタ
ーフェースもしくはウェブブラウザを有するクライアントコンピュータ、または、1つも
しくは複数のそのようなバックエンド構成要素、ミドルウェア構成要素、もしくはフロン
トエンド構成要素の任意の組合せを含む、コンピューティングシステムにおいて実装され
得る。システムの構成要素は、任意の形態または任意の媒体のデジタルデータ通信、たと
えば、通信ネットワークによって相互接続され得る。通信ネットワークの例には、ローカ
ルエリアネットワーク(「LAN」)、およびワイドエリアネットワーク(「WAN」)、たとえば
、インターネットが含まれる。
【０１１７】
　コンピューティングシステムは、クライアントおよびサーバを含み得る。クライアント
およびサーバは、一般に互いからリモートであり、典型的には、通信ネットワークを通し
て対話する。クライアントおよびサーバの関係は、それぞれのコンピュータ上で稼働して
おり、互いにクライアントサーバ関係を有する、コンピュータプログラムによって生じる
。
【０１１８】
　本明細書は、多数の特定の実装詳細を含むが、これらは、いずれかの発明の、または請
求され得るものの範囲の限定として解釈されるべきではなく、むしろ、特定の発明の特定
の実施形態に固有であり得る特徴の説明として解釈されるべきである。別個の実施形態と
の関連で本明細書で説明するいくつかの特徴もまた、単一の実施形態において組み合わせ
て実装され得る。逆に、単一の実施形態との関連で説明する様々な特徴もまた、複数の実
施形態において別個に、または任意の好適な部分組合せにおいて実装され得る。その上、
特徴は、いくつかの組合せにおいて作用するとして上記で説明されることがあり、最初に
そのようなものとして請求されることさえあるが、請求される組合せからの1つまたは複
数の特徴は、場合によっては、その組合せから削除され得、請求される組合せは、部分組
合せ、または部分組合せの変形形態を対象とし得る。
【０１１９】
　同様に、動作は、特定の順序で図面において図示されるが、これは、望ましい結果を達
成するために、そのような動作が図示された特定の順序で、もしくは順番に実施されるこ
と、またはすべての図示された動作が実施されることを必要とするものとして理解される
べきではない。いくつかの状況では、マルチタスキングおよび並列処理が有利であり得る
。その上、上記で説明した実施形態における様々なシステムモジュールおよび構成要素の
分離は、すべての実施形態においてそのような分離を必要とするものとして理解されるべ
きではなく、説明したプログラム構成要素およびシステムは、一般に単一のソフトウェア
製品にともに統合され得るか、または複数のソフトウェア製品にパッケージ化され得るこ
とを理解されたい。
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【０１２０】
　主題の特定の実施形態について説明した。他の実施形態は、以下の特許請求の範囲の範
囲内である。たとえば、特許請求の範囲に記載されているアクションは、異なる順序で実
施され、なお、望ましい結果を達成することが可能である。一例として、添付の図面に図
示されたプロセスは、望ましい結果を達成するために、必ずしも図示された特定の順序、
または順番を必要とするとは限らない。いくつかの実装形態では、マルチタスキングおよ
び並列処理が有利であり得る。
【符号の説明】
【０１２１】
　　100A　例示的な環境
　　110　モバイルデバイス
　　111　カメラ
　　113　マイクロフォン
　　115　オブジェクト
　　116　仮想アシスタントアプリケーション
　　119　インターフェースコントロール
　　120　音声認識器
　　123　画像データ
　　124　ロケーションデータ
　　125　オブジェクト認識器
　　126　識別されたオブジェクトデータ
　　130　スマートデバイスコントロールセレクタ
　　131　インターフェースコントロール識別データ
　　135　ユーザインターフェース生成器、インターフェース生成器
　　136、212、222、322、332　ユーザインターフェース
　　138　提示データ
　　140　ユーザインターフェースコントロールインデックス、コントロールインデック
ス
　　150　データ通信ネットワーク、ネットワーク
　　160　仮想アシスタント管理システム
　　161　フロントエンドサーバ
　　162　バックエンドサーバ
　　165　スマートデバイスコントロール選択エンジン、スマートデバイスコントロール
セレクタエンジン
　　166　スマートデバイスコントロール記憶ユニット
　　167　アカウント管理エンジン
　　168　登録データ
　　210、310　スクリーンショット、第1のスクリーンショット
　　215　音声アシスタントデバイス
　　220、320　スクリーンショット、第2のスクリーンショット
　　224　ユーザインターフェースコントロール
　　226　音量トグルバー
　　228　音楽制御ボタン
　　312　インターフェース
　　315　物理的コントロール
　　324　ユーザインターフェースコントロール、インターフェースコントロール
　　325　「ON」トグルボタン
　　326　調光トグルバー
　　330　スクリーンショット、第3のスクリーンショット
　　334　「OFF」トグルボタン
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　　500　コンピュータシステム、システム
　　510　プロセッサ、構成要素
　　520　メモリ、構成要素
　　530　記憶デバイス、構成要素
　　540　入出力デバイス、構成要素
　　550　システムバス
　　560　他の入出力デバイス、たとえば、キーボード、プリンタ、およびディスプレイ
デバイス

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(35) JP 6915169 B2 2021.8.4

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  イブラヒム・バドル
            スイス・８００２・チューリッヒ・ブラントシェンケシュトラーセ・１１０
(72)発明者  ゴクハン・エイチ・バキル
            スイス・８００２・チューリッヒ・ブラントシェンケシュトラーセ・１１０
(72)発明者  ローラント・ペーター・ケール
            スイス・８００２・チューリッヒ・ブラントシェンケシュトラーセ・１１０
(72)発明者  ニルス・グリムスモ
            スイス・８００２・チューリッヒ・ブラントシェンケシュトラーセ・１１０

    審査官  鈴木　順三

(56)参考文献  特表２０１７－５３５９７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１８／００６３５６９（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開２０１５－０３８７４０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０１
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８　－　　３／０４８９
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７６　　－　　５／９５６
              Ｈ０４Ｎ　　２１／００　　－　２１／８５８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

